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一　

は
じ
め
に

　

二
千
数
百
年
に
渡
っ
て
西
洋
思
想
を
支
配
し
て
き
た
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
論
理
学
（
名
辞
論
理
学
、
伝
統
的
論
理
学
、
三
段
論
法
論
理
学
、
と
も
呼
ば
れ
る
）
は
、

ゴ
ッ
ト
ロ
ー
プ
・
フ
レ
ー
ゲ
に
よ
る
論
理
学
革
命
に
よ
っ
て
、
述
語
論
理
学
に
取
っ
て
代
わ
ら
れ
て
今
日
に
到
っ
て
お
り
、
述
語
論
理
学
の
支
配
は
今
後
も
永
久

に
続
く
だ
ろ
う
と
信
じ
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
革
命
は
一
夜
に
し
て
成
就
し
た
わ
け
で
は
な
く
、
少
な
く
見
て
も
、
一
八
七
九
年
の
フ
レ
ー
ゲ
の
『
概
念
記

法）
1
（

』
の
出
版
か
ら
、
一
九
一
〇
年
の
ア
ル
フ
レ
ッ
ド
・
ノ
ー
ス
・
ホ
ワ
イ
ト
ヘ
ッ
ド
と
バ
ー
ト
ラ
ン
ド
・
ラ
ッ
セ
ル
の
『
プ
リ
ン
キ
ピ
ア
・
マ
テ
マ
テ
ィ
カ　

第
一

巻）
2
（

』
の
出
版
ま
で
は
、
新
旧
両
体
制
が
入
り
混
じ
っ
て
い
た
革
命
期
と
見
な
せ
る
だ
ろ
う
。
こ
の
革
命
の
最
中
に
登
場
し
た
の
が
、
ク
リ
ス
テ
ィ
ー
ン
・
ラ
ッ
ド
＝

フ
ラ
ン
ク
リ
ン）

3
（

で
あ
る
。
彼
女
が
一
八
八
三
年
に
発
表
し
た
論
文
「
論
理
代
数
に
つ
い
て）

4
（

」
は
、
当
時
の
論
理
学
界
・
哲
学
界
に
大
き
な
驚
き
を
与
え
、
彼
女
は
こ

の
論
文
一
本
で
当
時
の
論
理
学
の
世
界
的
権
威
と
見
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た）

5
（

。
彼
女
は
旧
体
制
に
属
す
る
論
理
学
者
で
あ
り
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
論
理
学
が
ま

さ
に
終
わ
ろ
う
と
す
る
そ
の
最
後
の
瞬
間
に
現
れ
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
論
理
学
を
言
わ
ば
完
成
さ
せ
た
人
物
で
あ
る
と
言
う
こ
と
も
で
き
る
。
当
時
、
ハ
ー
バ
ー
ド

大
学
で
論
理
学
・
哲
学
を
教
え
て
い
た
ジ
ョ
サ
イ
ア
・
ロ
イ
ス
は
、
よ
く
授
業
中
に
、「
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
時
代
か
ら
研
究
さ
れ
て
き
た
分
野
の
最
後
を
飾
る
仕

事
が
、
ア
メ
リ
カ
人
女
性
の
手
に
な
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
非
常
に
注
目
す
べ
き
こ
と
で
す
」
と
述
べ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る）

6
（

。
し
か
し
、
旧
体
制
側
の
人

ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
論
理
学
の
完
成
者
と
し
て
の

ク
リ
ス
テ
ィ
ー
ン
・
ラ
ッ
ド
＝
フ
ラ
ン
ク
リ
ン　
　
　

橋　

本　

康　

二
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二

ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
論
理
学
の
完
成
者
と
し
て
の
ク
リ
ス
テ
ィ
ー
ン
・
ラ
ッ
ド
＝
フ
ラ
ン
ク
リ
ン

間
で
あ
る
が
故
に
、
述
語
論
理
学
が
一
般
に
も
普
及
す
る
に
つ
れ
て
、
彼
女
の
名
前
は
徐
々
に
消
え
て
い
き
、
今
で
は
論
理
学
や
哲
学
の
本
で
目
に
す
る
こ
と
は
ほ

と
ん
ど
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た）

7
（

。

　

こ
の
す
っ
か
り
忘
れ
ら
れ
て
し
ま
っ
た
感
が
あ
る
ラ
ッ
ド
＝
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
の
再
評
価
を
行
う
こ
と
が
、
こ
の
論
文
の
目
的
で
あ
る
。
再
評
価
を
行
う
の
は
、
彼

女
の
仕
事
は
、
単
な
る
歴
史
的
価
値
を
持
つ
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
今
日
で
も
論
理
的
哲
学
的
問
題
を
考
え
る
際
に
、
示
唆
を
与
え
て
く
れ
る
も
の
で
あ
る
と
考
え

る
か
ら
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
ラ
ッ
ド
＝
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
が
ど
の
よ
う
に
し
て
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
論
理
学
の
最
後
の
仕
上
げ
を
し
て
、
完
成
さ
せ
た
の
か
を
概
観

す
る
。
こ
こ
で
の
叙
述
の
多
く
は
、
い
く
つ
か
の
指
摘
を
除
い
て
、
単
な
る
観
察
に
と
ど
ま
る
が
、
彼
女
の
最
大
の
、
し
か
も
忘
れ
ら
れ
つ
つ
あ
る
業
績
を
再
確
認

し
て
お
く
こ
と
に
は
、
意
義
が
あ
る
だ
ろ
う
。

二　

ク
リ
ス
テ
ィ
ー
ン
・
ラ
ッ
ド
＝
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
の
生
涯

　

本
論
に
入
る
前
に
、
ラ
ッ
ド
＝
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
の
生
涯
を
簡
単
に
見
て
お
き
た
い）

8
（

。

　

ク
リ
ス
テ
ィ
ー
ン
・
ラ
ッ
ド
＝
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
は
一
八
四
七
年
に
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
コ
ネ
チ
カ
ッ
ト
州
の
北
部
の
町
ウ
ィ
ン
ザ
ー
で
生
ま
れ
た
。
子
供
時
代
は
、

ウ
ィ
ン
ザ
ー
の
ほ
か
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
や
ニ
ュ
ー
ハ
ン
プ
シ
ャ
ー
州
ポ
ー
ツ
マ
ス
で
過
ご
し
た
。
彼
女
は
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
の
後
も
勉
強
を
続
け
た
か
っ
た
の
だ

が
、
当
時
、
ハ
イ
レ
ベ
ル
の
高
等
教
育
を
行
っ
て
い
る
大
学
は
す
べ
て
男
子
校
だ
っ
た
の
で
、
そ
れ
以
上
の
教
育
を
望
め
な
い
状
態
に
あ
っ
た
。
そ
の
と
き
に
創
立

さ
れ
た
の
が
ヴ
ァ
ッ
サ
ー
大
学
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
ア
メ
リ
カ
東
部
の
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
ら
か
ら
な
る
男
子
大
学
グ
ル
ー
プ
（
ア
イ
ビ
ー
・
リ
ー
グ
）
と
並
び
称
せ

ら
れ
る
女
子
大
グ
ル
ー
プ
（
セ
ブ
ン
・
シ
ス
タ
ー
ズ
）
の
中
で
最
初
に
創
立
さ
れ
た
大
学
で
あ
る）

9
（

。
男
子
大
学
と
同
等
の
コ
ー
ス
の
提
供
を
約
束
す
る
女
子
大
学
が

設
立
さ
れ
る
こ
と
を
知
っ
た
ラ
ッ
ド
＝
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
は
、
な
ん
と
か
し
て
こ
の
大
学
で
学
び
た
い
と
思
い
、
父
親
に
頼
ん
で
、
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
等
へ
の
進
学
希

望
者
が
学
ぶ
ウ
ェ
ズ
リ
ア
ン
・
ア
カ
デ
ミ
ー
（
全
米
初
の
共
学
の
寄
宿
学
校
）
に
進
ま
せ
て
も
ら
い
、
一
八
六
五
年
、
卒
業
生
総
代
に
選
ば
れ
て
、
こ
こ
を
卒
業
し

た
。
父
親
が
株
取
引
で
損
失
を
出
し
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
大
学
進
学
が
難
し
く
な
っ
た
の
だ
が
、
叔
母
か
ら
の
援
助
を
受
け
て
、
一
八
六
六
年
に
ヴ
ァ
ッ
サ
ー
大
学

に
入
学
し
た）

10
（

。
ま
も
な
く
学
資
不
足
の
た
め
退
学
し
て
教
師
に
な
る
が
、
再
び
叔
母
か
ら
の
援
助
を
受
け
て
、
再
入
学
し
、
一
八
六
九
年
に
ヴ
ァ
ッ
サ
ー
大
学
を
卒

業
し
た
。
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三

　

ヴ
ァ
ッ
サ
ー
大
学
卒
業
後
、
ラ
ッ
ド
＝
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
が
研
究
を
熱
望
し
た
の
は
物
理
学
だ
っ
た
が
、
当
時
、
女
性
は
物
理
学
の
実
験
道
具
を
使
用
す
る
こ
と

が
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
道
具
な
し
で
研
究
で
き
る
数
学
の
研
究
を
選
ん
だ
。
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
で
数
学
や
科
学
を
教
え
な
が
ら
、
自
分
で
数
学
の
勉
強
を
続
け
、

『
エ
デ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ナ
ル
・
タ
イ
ム
ズ）

11
（

』
な
ど
に
投
稿
し
て
い
た
。
し
か
し
、
や
が
て
教
師
の
仕
事
が
苦
痛
に
な
り
、
勉
強
に
専
念
し
た
く
な
っ
た
。
そ
の
こ
ろ

（
一
八
七
六
年
に
）
創
立
さ
れ
た
の
が
ジ
ョ
ン
ズ
・
ホ
プ
キ
ン
ズ
大
学
で
あ
る）

12
（

。
こ
れ
は
、
全
米
初
の
研
究
お
よ
び
大
学
院
教
育
重
視
の
大
学
で
あ
り
、
ま
さ
に

ラ
ッ
ド
＝
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
が
求
め
て
い
た
教
育
機
関
だ
っ
た
。
し
か
し
、
残
念
な
が
ら
こ
の
大
学
は
公
式
に
は
女
性
を
受
け
入
れ
て
い
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
幸

運
な
こ
と
に
、
当
時
ジ
ョ
ン
ズ
・
ホ
プ
キ
ン
ズ
大
学
の
数
学
教
授
を
務
め
て
い
た
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
ジ
ョ
ー
ゼ
フ
・
シ
ル
ベ
ス
タ
ー
は
、
先
述
の
『
エ
デ
ュ
ケ
ー
シ
ョ

ナ
ル
・
タ
イ
ム
ズ
』
の
読
者
で
、
ラ
ッ
ド
＝
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
の
投
稿
を
通
し
て
彼
女
の
数
学
の
才
能
を
知
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
ラ
ッ
ド
＝
フ
ラ
ン
ク
リ

ン
が
入
学
を
申
し
込
ん
で
き
た
と
き
、
シ
ル
ベ
ス
タ
ー
は
こ
れ
を
歓
迎
し
、
初
代
学
長
の
ダ
ニ
エ
ル
・
ギ
ル
マ
ン
ら
評
議
員
を
説
得
し
て
、
一
八
七
八
年
、
彼
女
を

入
学
さ
せ
る
こ
と
に
成
功
し
た
。
た
だ
し
、
学
生
名
簿
に
は
登
録
さ
れ
ず
、
シ
ル
ベ
ス
タ
ー
の
授
業
に
出
る
こ
と
が
許
さ
れ
た
だ
け
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
彼
女
の

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
は
素
晴
ら
し
く
、
す
ぐ
に
他
の
授
業
へ
の
出
席
も
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
二
年
目
以
降
、
三
年
間
に
渡
っ
て
大
学
か
ら
奨
学
金

が
支
給
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た）

13
（

。
こ
れ
は
奨
学
金
の
申
請
書
に
添
え
ら
れ
て
い
た
一
年
次
の
成
績
証
明
書
が
良
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
実
は
、
申
請
者

欄
に
は
「
Ｃ
・
ラ
ッ
ド
」
と
し
か
書
か
れ
て
お
ら
ず
、
女
性
で
あ
る
こ
と
に
審
査
員
た
ち
が
気
が
付
か
な
か
っ
た
た
め
、「
間
違
っ
て
」
与
え
て
し
ま
っ
た
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
そ
の
後
、
女
性
で
あ
る
こ
と
が
発
覚
し
て
問
題
に
な
っ
た
の
だ
が
、
結
局
、
奨
学
金
支
給
決
定
は
撤
回
さ
れ
な
か
っ
た
。
た
だ
、
先
例
と
し
な
い
た

め
、
奨
学
生
の
リ
ス
ト
に
彼
女
の
名
前
は
記
さ
れ
ず
、
脚
注
の
形
で
書
き
込
ま
れ
た
だ
け
だ
っ
た
。

　

か
く
し
て
、
ラ
ッ
ド
＝
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
は
ジ
ョ
ン
ズ
・
ホ
プ
キ
ン
ズ
大
学
で
順
調
に
研
究
生
活
を
始
め
る
が
、
そ
の
と
き
に
出
会
っ
た
の
が
、
論
理
学
な
ど
の
講

師
と
し
て
赴
任
し
て
き
た
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
サ
ン
ダ
ー
ス
・
パ
ー
ス
で
あ
る
。
パ
ー
ス
が
そ
の
生
涯
に
お
い
て
大
学
教
員
の
職
を
務
め
学
生
を
指
導
し
た
の
は
、
ジ
ョ

ン
ズ
・
ホ
プ
キ
ン
ズ
大
学
に
お
い
て
だ
け
で
あ
り
、
し
か
も
、
一
八
七
九
年
か
ら
八
四
年
ま
で
の
、
わ
ず
か
五
年
足
ら
ず
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
限
ら
れ
た
空
間
と

時
間
が
ラ
ッ
ド
＝
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
の
大
学
院
生
活
と
ほ
ぼ
ぴ
っ
た
り
重
な
っ
た
の
は
、
奇
跡
と
し
か
言
い
よ
う
が
な
い
出
来
事
で
あ
っ
た
。
パ
ー
ス
は
、
フ
レ
ー
ゲ

と
独
立
に
述
語
論
理
学
の
中
心
部
分
で
あ
る
量
化
論
理
に
到
達
し
て
い
た
こ
と
で
も
知
ら
れ
る
が
、
基
本
は
旧
体
制
側
の
論
理
学
者
で
あ
っ
た
。
パ
ー
ス
と
出
会
っ

た
ラ
ッ
ド
＝
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
は
、
今
度
は
不
本
意
な
形
で
は
な
く
、
数
学
の
研
究
か
ら
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
論
理
学
の
研
究
に
転
向
し
た
の
で
あ
る
。
パ
ー
ス
の
指
導
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四

ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
論
理
学
の
完
成
者
と
し
て
の
ク
リ
ス
テ
ィ
ー
ン
・
ラ
ッ
ド
＝
フ
ラ
ン
ク
リ
ン

の
も
と
、
彼
女
は
博
士
論
文
と
し
て
「
論
理
代
数
に
つ
い
て
」
を
完
成
さ
せ
、
そ
れ
は
パ
ー
ス
に
よ
っ
て
論
文
集
『
論
理
学
研
究
、
ジ
ョ
ン
ズ
・
ホ
プ
キ
ン
ズ
大
学

の
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
』
に
収
録
さ
れ
て
出
版
さ
れ
、
直
ち
に
世
界
中
の
論
理
学
者
が
注
目
す
る
こ
と
に
な
っ
た）

14
（

。
し
か
し
、
ジ
ョ
ン
ズ
・
ホ
プ
キ
ン
ズ
大
学
は
女
性

に
博
士
号
を
与
え
る
気
は
ま
っ
た
く
な
か
っ
た
。
こ
れ
ば
か
り
は
誰
に
も
ど
う
し
よ
う
も
な
く
、
ラ
ッ
ド
＝
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
は
博
士
候
補
生
の
ま
ま
大
学
院
生
活
を

終
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

大
学
院
を
終
え
た
直
後
の
一
八
八
二
年
に
、
ラ
ッ
ド
＝
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
は
フ
ァ
ビ
ア
ン
・
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
と
結
婚
し
た
。
フ
ァ
ビ
ア
ン
・
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
は
ジ
ョ

ン
ズ
・
ホ
プ
キ
ン
ズ
大
学
で
博
士
号
を
得
た
後
、
そ
の
ま
ま
ジ
ョ
ン
ズ
・
ホ
プ
キ
ン
ズ
大
学
の
教
師
に
な
っ
た
数
学
者
で
あ
る
。
ラ
ッ
ド
＝
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
は
こ
の

頃
、
視
覚
に
関
す
る
心
理
学
の
研
究
に
乗
り
出
し
た
。
一
八
八
七
年
に
は
両
眼
視
に
お
け
る
数
学
的
問
題
で
あ
る
ホ
ロ
プ
タ
ー
に
関
す
る
論
文）

15
（

を
『
ア
メ
リ
カ
心
理

学
雑
誌
』
の
第
一
号
に
発
表
し
た
（
こ
の
年
に
は
、
心
理
学
研
究
と
は
関
係
な
い
と
思
わ
れ
る
が
、
ヴ
ァ
ッ
サ
ー
大
学
か
ら
名
誉
博
士
号
を
与
え
ら
れ
て
い
る
）。

一
八
九
一
年
か
ら
二
年
に
か
け
て
、
夫
の
サ
バ
テ
ィ
カ
ル
に
伴
い
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
滞
在
し
、
ゲ
オ
ル
ク
・
エ
リ
ー
ア
ス
・
ミ
ュ
ラ
ー
（
色
覚
の
反
対
色
説
を
提
唱

し
た
生
理
学
者
エ
ヴ
ァ
ル
ト
・
ヘ
リ
ン
グ
の
弟
子
）、
お
よ
び
、
ヘ
ル
マ
ン
・
フ
ォ
ン
・
ヘ
ル
ム
ホ
ル
ツ
（
ト
マ
ス
・
ヤ
ン
グ
の
説
を
発
展
さ
せ
た
色
覚
の
三
色
説

を
提
唱
し
た
生
理
学
者
・
物
理
学
者
）
の
ラ
ボ
で
研
究
す
る
こ
と
を
許
さ
れ
、
一
八
九
二
年
に
発
達
説
と
い
う
新
し
い
色
覚
理
論
を
発
表
し
た）

16
（

。
彼
女
の
色
覚
に
関

す
る
研
究
は
『
色
と
色
理
論）

17
（

』
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

　

ラ
ッ
ド
＝
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
は
ジ
ョ
ン
ズ
・
ホ
プ
キ
ン
ズ
大
学
で
教
師
に
な
る
こ
と
を
目
指
し
た
の
だ
が
、
大
学
か
ら
は
拒
否
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
諦
め
ず

に
交
渉
し
た
結
果
、
一
九
〇
四
年
か
ら
一
〇
年
ま
で
、
論
理
学
と
心
理
学
の
講
師
を
任
せ
ら
れ
た
。
一
九
一
〇
年
か
ら
は
、
夫
（
一
八
九
五
年
に
大
学
を
や
め
て

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
に
な
っ
て
い
た
）
の
仕
事
の
都
合
で
一
緒
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
移
住
し
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
の
論
理
学
と
心
理
学
の
講
師
に
な
っ
た
。
い
ず
れ
の

大
学
で
も
無
給
だ
っ
た
が
、
女
性
も
大
学
教
師
に
な
れ
る
と
い
う
こ
と
を
後
輩
に
示
す
た
め
に
、
こ
れ
は
ど
う
し
て
も
必
要
な
こ
と
だ
っ
た
。
彼
女
は
、
多
く
の
女

性
が
自
分
と
同
じ
よ
う
に
高
等
教
育
を
受
け
、
研
究
者
の
道
に
進
む
こ
と
を
願
い
、
そ
の
た
め
の
奨
学
金
の
運
営
に
も
携
わ
っ
た
。

　

一
九
二
六
年
に
ジ
ョ
ン
ズ
・
ホ
プ
キ
ン
ズ
大
学
は
創
立
五
十
周
年
を
迎
え
た
。
そ
の
式
典
で
ジ
ョ
ン
ズ
・
ホ
プ
キ
ン
ズ
大
学
は
ラ
ッ
ド
＝
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
に
名
誉

博
士
号
を
与
え
よ
う
と
考
え
た
が
、
そ
れ
を
打
診
さ
れ
た
ラ
ッ
ド
＝
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
は
、
名
誉
博
士
号
で
は
な
く
、
正
式
な
博
士
号
を
求
め
た
。
そ
し
て
、
ジ
ョ
ン

ズ
・
ホ
プ
キ
ン
ズ
大
学
は
、
四
十
四
年
間
も
宙
に
浮
か
せ
て
い
た
博
士
号
を
よ
う
や
く
ラ
ッ
ド
＝
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
に
与
え
た
の
だ
っ
た）

18
（

。
そ
の
四
年
後
の
一
九
三
〇
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五

年
に
ラ
ッ
ド
＝
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
死
去
し
た
。
八
十
二
歳
だ
っ
た
。

三　

十
九
世
紀
の
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
論
理
学
の
現
状

　

ラ
ッ
ド
＝
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
が
ど
の
よ
う
に
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
論
理
学
を
完
成
さ
せ
た
の
か
を
見
る
た
め
に
は
、
完
成
前
の
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
論
理
学
が
ど
の
よ
う

な
状
態
だ
っ
た
の
か
を
見
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
自
身
の
考
え
に
ま
で
戻
っ
て
考
察
す
る
の
は
、
困
難
で
あ
り
、
現
在
の
目
的

に
と
っ
て
は
、
あ
ま
り
必
要
な
こ
と
と
は
言
え
な
い
。
そ
こ
で
、
あ
る
程
度
整
備
さ
れ
た
段
階
で
の
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
論
理
学
を
取
り
上
げ）

19
（

、
そ
れ
を
見
る
こ
と
に

す
る
。
対
象
言
語
も
日
本
語
と
す
る
。

　

ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
論
理
学
で
は
、
基
本
と
な
る
文
（
現
代
の
述
語
論
理
学
の
原
子
文
に
相
当
す
る
文
で
、
伝
統
的
に
は
「
定
言
文
」
と
呼
ば
れ
る
）
は
、
量
化
子
、

一
般
名
詞
二
個
、
繋
辞
（
質
を
表
す
言
葉
）
が
こ
の
順
で
並
ぶ
こ
と
で
構
成
さ
れ
る
と
考
え
る
（
助
詞
の
「
は
」
が
二
個
の
一
般
名
詞
の
間
に
現
れ
る
が
、
こ
れ
は

最
後
に
置
か
れ
る
繋
辞
の
一
部
が
前
に
飛
び
出
し
て
い
る
と
考
え
て
も
ら
い
た
い
）。
二
個
の
一
般
名
詞
の
う
ち
最
初
に
お
か
れ
る
一
般
名
詞
は
「
主
語
」、
後
に
置

か
れ
る
一
般
名
詞
は
「
述
語
」
と
呼
ば
れ
る
。
一
般
名
詞
は
多
数
あ
る
が
、
量
化
子
は
全
称
「
す
べ
て
の
」
と
特
称
「
あ
る
」
の
二
つ
で
あ
り
、
繋
辞
は
肯
定
と
い

う
質
を
表
す
「
で
あ
る
」
と
、
否
定
と
い
う
質
を
表
す
「
で
は
な
い
」
の
二
つ
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
す
べ
て
の
基
本
文
は
次
の
四
種
類
に
分
類
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

（
全
称
肯
定
文
、
Ａ
命
題
）　

す
べ
て
の
Ｓ
は
Ｐ
で
あ
る
。

（
全
称
否
定
文
、
Ｅ
命
題
）　

す
べ
て
の
Ｓ
は
Ｐ
で
は
な
い
。

（
特
称
肯
定
文
、
Ｉ
命
題
）　

あ
る
Ｓ
は
Ｐ
で
あ
る
。

（
特
称
否
定
文
、
Ｏ
命
題
）　

あ
る
Ｓ
は
Ｐ
で
は
な
い
。

丸
括
弧
内
は
そ
の
下
に
あ
る
文
の
種
類
の
名
称
お
よ
び
そ
の
略
称
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
四
つ
が
「
種
類
」
だ
と
い
う
の
は
、
主
語
と
述
語
を
表
す
「
Ｓ
」
と
「
Ｐ
」

は
図
式
で
あ
り
、
こ
こ
に
具
体
的
な
一
般
名
詞
が
入
る
こ
と
で
、
実
際
の
基
本
文
が
で
き
あ
が
る
か
ら
で
あ
る
。
今
、
一
般
名
詞
と
し
て
「
酒
豪
」
と
「
術
者
」
の
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二
つ
を
考
え
よ
う
（
こ
の
よ
う
な
見
慣
れ
な
い
言
葉
を
使
う
理
由
は
後
述
す
る
）。
す
る
と
、
全
部
で
以
下
の
八
個
の
基
本
文
が
存
在
す
る
こ
と
に
な
る
。

（
1
）　

す
べ
て
の
酒
豪
は
術
者
で
あ
る
。

（
2
）　

す
べ
て
の
術
者
は
酒
豪
で
あ
る
。

（
3
）　

す
べ
て
の
酒
豪
は
術
者
で
は
な
い
。

（
4
）　

す
べ
て
の
術
者
は
酒
豪
で
は
な
い
。

（
5
）　

あ
る
酒
豪
は
術
者
で
あ
る
。

（
6
）　

あ
る
術
者
は
酒
豪
で
あ
る
。

（
7
）　

あ
る
酒
豪
は
術
者
で
は
な
い
。

（
8
）　

あ
る
術
者
は
酒
豪
で
は
な
い
。

一
般
に
は
違
う
図
式
に
同
じ
一
般
名
詞
を
入
れ
て
も
構
わ
な
い
の
だ
が
、
そ
う
し
て
も
、「
す
べ
て
の
酒
豪
は
酒
豪
で
あ
る
」
の
よ
う
な
ト
ー
ト
ロ
ジ
ー
か
、「
す
べ

て
の
酒
豪
は
酒
豪
で
は
な
い
」
の
よ
う
な
矛
盾
し
か
で
き
な
い
。
こ
れ
ら
は
無
意
味
で
、
実
用
性
は
な
い
か
ら
、
言
語
か
ら
排
除
し
て
も
構
わ
な
い
。
そ
こ
で
、
こ

こ
で
は
違
う
形
で
書
か
れ
た
図
式
に
は
違
う
一
般
名
詞
を
入
れ
る
よ
う
約
定
す
る
こ
と
に
す
る
。
そ
う
す
る
と
、
こ
の
場
合
の
基
本
文
の
個
数
は
、
一
六
個
で
は
な

く
、
右
の
八
個
に
な
る
の
で
あ
る
。
な
お
、
以
下
で
は
、
四
種
類
の
基
本
文
の
ど
れ
で
あ
る
の
か
を
、
種
類
を
表
す
ロ
ー
マ
字
の
小
文
字
を
一
般
名
詞
の
間
に
置
く

こ
と
に
よ
っ
て
表
す
こ
と
で
、
全
体
を
次
の
よ
う
に
略
記
す
る
こ
と
に
す
る
。

（
  1’
）　

酒
豪
ａ
術
者

（
  2’
）　

術
者
ａ
酒
豪

（
  3’
）　

酒
豪
ｅ
術
者
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（
  4’
）　

術
者
ｅ
酒
豪

（
  5’
）　

酒
豪
ｉ
術
者

（
  6’
）　

術
者
ｉ
酒
豪

（
  7’
）　

酒
豪
ｏ
術
者

（
  8’
）　

術
者
ｏ
酒
豪

　

次
に
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
論
理
学
が
論
証
を
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
を
見
て
み
よ
う
。
一
般
に
論
証
と
は
、
前
提
で
あ
る
い
く
つ
か
の
文
か
ら
結
論
と
し
て
一
つ

の
文
を
導
く
こ
と
を
言
う
。
前
提
の
す
べ
て
が
真
で
あ
る
と
き
に
結
論
も
必
ず
真
に
な
る
な
ら
ば
、
そ
の
論
証
は
妥
当
で
あ
る
と
言
わ
れ
る
。
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
論

理
学
が
注
目
す
る
、
重
要
な
種
類
の
論
証
は
、
前
提
が
二
個
、
結
論
が
一
個
の
、
合
計
三
個
の
基
本
文
か
ら
な
る
論
証
で
あ
る
。
た
だ
し
、
使
用
さ
れ
る
一
般
名
詞

に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
な
三
つ
の
制
限
を
お
い
て
考
え
る
。

（
ａ
）　

結
論
で
は
任
意
の
異
な
る
二
つ
の
一
般
名
詞
を
使
用
す
る
。
そ
の
主
語
を
「
小
名
辞
」、
述
語
を
「
大
名
辞
」
と
呼
ぶ
。

（
ｂ
）　 

最
初
の
前
提
（「
大
前
提
」
と
呼
ぶ
）
で
は
、
結
論
の
大
名
辞
、
お
よ
び
、
結
論
に
は
現
れ
て
い
な
い
任
意
の
一
般
名
詞
を
使
用
す
る
。
後
者
を
「
媒

名
辞
」
と
呼
ぶ
。

（
ｃ
）　

二
番
目
の
前
提
（「
小
前
提
」
と
呼
ぶ
）
で
は
、
大
前
提
の
媒
名
辞
と
結
論
の
小
名
辞
を
使
用
す
る
。

こ
の
よ
う
に
制
限
さ
れ
た
三
個
の
基
本
文
か
ら
な
る
論
証
を
「
シ
ロ
ジ
ズ
ム
」
な
い
し
「
三
段
論
法
」
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る）

20
（

。
シ
ロ
ジ
ズ
ム
の
例
を
一
つ
挙
げ
る
。

　

す
べ
て
の
売
人
は
術
者
で
あ
る
。

　

あ
る
売
人
は
酒
豪
で
あ
る
。
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∴
す
べ
て
の
酒
豪
は
術
者
で
は
な
い
。

棒
線
と
「
∴
」
は
前
提
と
結
論
を
明
示
す
る
た
め
に
挿
入
さ
れ
て
い
る
補
助
記
号
（
そ
れ
以
前
が
前
提
で
以
後
が
結
論
で
あ
る
こ
と
を
示
す
記
号
）
で
、
本
質
的
な

意
味
は
な
い
。
先
程
述
べ
た
略
記
法
を
使
う
と
、
こ
れ
は
次
の
よ
う
に
書
け
る
。

　

売
人
ａ
術
者

　

売
人
ｉ
酒
豪

∴
酒
豪
ｅ
術
者

す
べ
て
の
シ
ロ
ジ
ズ
ム
は
次
の
四
種
類
の
図
式
で
表
す
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
四
種
類
に
は
伝
統
的
に
「
一
格
」
な
ど
の
名
前
が
つ
い
て
い
る
の
で
、
各
図
式
の
前

に
そ
の
名
前
を
書
い
て
お
く
。

（
一
格
） 

（
二
格
） 

（
三
格
） 

（
四
格
）

　

Ｍ
ｘ
Ｐ 

　

Ｐ
ｘ
Ｍ 

　

Ｍ
ｘ
Ｐ 
　

Ｐ
ｘ
Ｍ

　

Ｓ
ｙ
Ｍ 

　

Ｓ
ｙ
Ｍ 

　

Ｍ
ｙ
Ｓ 

　

Ｍ
ｙ
Ｓ

∴
Ｓ
ｚ
Ｐ 

∴
Ｓ
ｚ
Ｐ 

∴
Ｓ
ｚ
Ｐ 

∴
Ｓ
ｚ
Ｐ

こ
こ
で
「
ｘ
」、「
ｙ
」、「
ｚ
」
は
図
式
と
し
て
機
能
し
て
お
り
、
具
体
的
に
「
ａ
」、「
ｅ
」、「
ｉ
」、「
ｏ
」
を
任
意
に
挿
入
し
て
も
ら
い
た
い
。
そ
う
し
て
得
ら
れ

た
も
の
が
、
シ
ロ
ジ
ズ
ム
の
図
式
で
あ
る
。
こ
の
挿
入
の
仕
方
は
、
四
か
け
る
四
か
け
る
四
、
す
な
わ
ち
、
六
四
通
り
あ
る
の
で
、
一
つ
の
格
に
つ
き
、
六
四
個
の

図
式
が
存
在
す
る
こ
と
に
な
る
。
格
は
四
つ
あ
る
の
で
、
結
局
、
シ
ロ
ジ
ズ
ム
の
図
式
は
全
部
で
、
六
四
か
け
る
四
、
す
な
わ
ち
、
二
五
六
個
、
存
在
す
る
こ
と
に
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な
る
。
な
お
、「
ｘ
」、「
ｙ
」、「
ｚ
」
の
位
置
に
順
に
「
ａ
」、「
ａ
」、「
ａ
」
を
挿
入
し
た
図
式
を
「
Ａ
Ａ
Ａ
式
」、「
ａ
」、「
ｅ
」、「
ｉ
」
を
挿
入
し
た
図
式
を
「
Ａ

Ｅ
Ｉ
式
」
な
ど
と
呼
ぶ
の
が
慣
例
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
二
五
六
個
の
図
式
の
各
々
は
格
と
式
を
組
み
合
わ
せ
て
名
指
す
こ
と
が
で
き
る
。
例
え
ば
、「
三
格
Ａ

Ｉ
Ｅ
式
」
は
次
の
図
式
を
指
す
。

　

Ｍ
ａ
Ｐ

　

Ｍ
ｉ
Ｓ

∴
Ｓ
ｅ
Ｐ

こ
の
図
式
に
具
体
的
な
一
般
名
詞
を
挿
入
す
る
と
一
つ
の
具
体
的
な
シ
ロ
ジ
ズ
ム
が
得
ら
れ
る
。
先
に
挙
げ
た
シ
ロ
ジ
ズ
ム
は
そ
の
一
例
で
あ
る
（
そ
こ
で
は
、

「
Ｓ
」（
主し

ゅ

語
）
に
「
酒し
ゅ

豪
」
を
、「
Ｍ
」（
媒ば
い

名
辞
）
に
「
売ば
い

人
」
を
、「
Ｐ
」（
述
じ
ゅ
つ
語
）
に
「
術
じ
ゅ
つ
者
」
を
挿
入
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
具
体
的
な
シ
ロ
ジ
ズ
ム
を
見
た

だ
け
で
何
格
で
あ
る
の
か
が
ひ
と
目
で
分
か
る
よ
う
に
工
夫
し
て
い
た
。
以
下
で
も
同
じ
手
法
を
使
う
）。
シ
ロ
ジ
ズ
ム
は
多
数
存
在
す
る
が
、
そ
の
す
べ
て
が
、

こ
の
二
五
六
個
の
図
式
の
ど
れ
か
か
ら
得
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　

ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
論
理
学
は
二
五
六
種
類
の
シ
ロ
ジ
ズ
ム
を
す
べ
て
検
討
し
た
結
果
、
次
の
一
五
個
の
図
式
で
表
さ
れ
る
シ
ロ
ジ
ズ
ム
が
妥
当
で
あ
る
と
判
定
し

た
。

（
一
格
Ａ
Ａ
Ａ
式
） 

（
一
格
Ｅ
Ａ
Ｅ
式
） 

（
一
格
Ａ
Ｉ
Ｉ
式
） 
（
一
格
Ｅ
Ｉ
Ｏ
式
） 

（
二
格
Ｅ
Ａ
Ｅ
式
）

　

Ｍ
ａ
Ｐ 

　

Ｍ
ｅ
Ｐ 

　

Ｍ
ａ
Ｐ 
　

Ｍ
ｅ
Ｐ 

　

Ｐ
ｅ
Ｍ

　

Ｓ
ａ
Ｍ 

　

Ｓ
ａ
Ｍ 

　

Ｓ
ｉ
Ｍ 

　

Ｓ
ｉ
Ｍ 

　

Ｓ
ａ
Ｍ

∴
Ｓ
ａ
Ｐ 

∴
Ｓ
ｅ
Ｐ 

∴
Ｓ
ｉ
Ｐ 

∴
Ｓ
ｏ
Ｐ 

∴
Ｓ
ｅ
Ｐ
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（
二
格
Ａ
Ｅ
Ｅ
式
） 

（
二
格
Ｅ
Ｉ
Ｏ
式
） 

（
二
格
Ａ
Ｏ
Ｏ
式
） 

（
三
格
Ｉ
Ａ
Ｉ
式
） 

（
三
格
Ａ
Ｉ
Ｉ
式
）

　

Ｐ
ａ
Ｍ 

　

Ｐ
ｅ
Ｍ 

　

Ｐ
ａ
Ｍ 

　

Ｍ
ｉ
Ｐ 

　

Ｍ
ａ
Ｐ

　

Ｓ
ｅ
Ｍ 

　

Ｓ
ｉ
Ｍ 

　

Ｓ
ｏ
Ｍ 

　

Ｍ
ａ
Ｓ 

　

Ｍ
ｉ
Ｓ

∴
Ｓ
ｅ
Ｐ 

∴
Ｓ
ｏ
Ｐ 

∴
Ｓ
ｏ
Ｐ 

∴
Ｓ
ｉ
Ｐ 

∴
Ｓ
ｉ
Ｐ

 

（
三
格
Ｏ
Ａ
Ｏ
式
） 

（
三
格
Ｅ
Ｉ
Ｏ
式
） 

（
四
格
Ａ
Ｅ
Ｅ
式
） 

（
四
格
Ｉ
Ａ
Ｉ
式
） 

（
四
格
Ｅ
Ｉ
Ｏ
式
）

　

Ｍ
ｏ
Ｐ 
　

Ｍ
ｅ
Ｐ 

　

Ｐ
ａ
Ｍ 

　

Ｐ
ｉ
Ｍ 

　

Ｐ
ｅ
Ｍ 

　

Ｍ
ａ
Ｓ 

　

Ｍ
ｉ
Ｓ 

　

Ｍ
ｅ
Ｓ 

　

Ｍ
ａ
Ｓ 

　

Ｍ
ｉ
Ｓ 

∴
Ｓ
ｏ
Ｐ 

∴
Ｓ
ｏ
Ｐ 

∴
Ｓ
ｅ
Ｐ 

∴
Ｓ
ｉ
Ｐ 

∴
Ｓ
ｏ
Ｐ

ど
の
よ
う
に
し
て
妥
当
性
を
判
定
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
当
の
シ
ロ
ジ
ズ
ム
を
見
て
、
そ
の
意
味
を
考
え
て
、
判
断
す
る
し
か
な
い
の
だ
が
、
オ
イ
ラ
ー
や
ヴ
ェ

ン
が
開
発
し
た
図
形
を
用
い
て
考
え
る
の
が
、
判
定
し
て
い
る
当
人
に
と
っ
て
も
納
得
し
や
す
い
し
、
他
人
に
対
し
て
説
明
す
る
と
き
に
も
説
得
力
が
あ
る
。
例
と

し
て
、
一
格
Ａ
Ａ
Ａ
式
か
ら
得
ら
れ
る
次
の
シ
ロ
ジ
ズ
ム
を
考
え
て
み
よ
う
。

　

す
べ
て
の
売
人
は
術
者
で
あ
る
。

　

す
べ
て
の
酒
豪
は
売
人
で
あ
る
。

∴
す
べ
て
の
酒
豪
は
術
者
で
あ
る
。

最
初
の
前
提
は
「
す
べ
て
の
売
人
は
術
者
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
売
人
で
あ
る
人
は
み
な
術
者
で
も
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
か
ら
、
術
者
を
皆
集
め
て
輪
の
中
に

入
れ
、
売
人
を
皆
集
め
て
輪
の
中
に
入
れ
る
と
、
そ
の
様
子
は
図
1
の
よ
う
に
描
く
こ
と
が
で
き
る
。
二
番
目
の
前
提
は
「
す
べ
て
の
酒
豪
は
売
人
で
あ
る
」
と
述
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べ
て
い
る
の
で
、
同
じ
よ
う
に
す
べ
て
の
酒
豪
を
集
め
て
図
１
に
描
き
加
え
る
と
、
図
2
に
な
る
。
こ
こ
で
売
人
を
囲
っ
て
い
る
輪
を
取
り
除
く
と
、
図
3
に
な
る
。

つ
ま
り
、
酒
豪
で
あ
る
人
は
み
な
術
者
な
の
で
あ
り
、「
す
べ
て
の
酒
豪
は
術
者
で
あ
る
」
と
い
う
結
論
が
成
立
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
す
な
わ
ち
、
前
提
の

二
つ
が
真
な
ら
ば
、
必
ず
結
論
も
真
に
な
る
の
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
一
格
Ａ
Ａ
Ａ
式
の
シ
ロ
ジ
ズ
ム
は
妥
当
で
あ
る
。

　

一
五
種
類
の
シ
ロ
ジ
ズ
ム
が
妥
当
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
残
り
の
二
四
一
種
類
の
シ
ロ
ジ
ズ
ム
は
非
妥
当
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
非
妥
当
で
あ
る
こ
と
も
図

形
の
助
け
を
借
り
て
、
容
易
に
示
す
こ
と
が
で
き
る
。
例
と
し
て
、
一
格
Ｉ
Ｉ
Ｉ
式
か
ら
得
ら
れ
る
次
の
シ
ロ
ジ
ズ
ム
を
考
え
て
み
よ
う
。

　

あ
る
売
人
は
術
者
で
あ
る
。

　

あ
る
酒
豪
は
売
人
で
あ
る
。

∴
あ
る
酒
豪
は
術
者
で
あ
る
。

さ
て
、
酒
豪
、
売
人
、
術
者
の
そ
れ
ぞ
れ
を
集
め
て
輪
で
く
く
っ
た
ら
、
ど
の
よ
う
な
状
況
に
な
る
だ
ろ
う
か
。
い
ろ
い
ろ
な
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
が
、
一
つ
の

可
能
性
と
し
て
、
図
4
で
描
か
れ
て
い
る
状
況
に
あ
る
と
い
う
こ
と
も
十
分
に
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
こ
の
状
況
で
問
題
の
シ
ロ
ジ
ズ
ム
が
ど
の
よ
う
に
評
価
さ

術
者
売
人

図 1

術
者
売
人 酒

豪

図 2

術
者

酒
豪

図 3
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二

ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
論
理
学
の
完
成
者
と
し
て
の
ク
リ
ス
テ
ィ
ー
ン
・
ラ
ッ
ド
＝
フ
ラ
ン
ク
リ
ン

れ
る
か
を
見
て
み
よ
う
。
図
4
の
右
の
二
つ
の
輪
が
交
わ
っ
て
い
る
の
は
、
売
人
で
あ
り
術
者
で
も
あ
る
人
が
存
在
す
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ

の
状
況
で
は
、「
あ
る
売
人
は
術
者
で
あ
る
」
と
い
う
最
初
の
前
提
は
真
で
あ
る
。
同
様
に
、「
あ
る
酒
豪
は
売
人
で
あ
る
」
と
い
う
二
番
目
の
前
提
も
、
こ
の
状
況

で
は
真
で
あ
る
。
し
か
し
、
酒
豪
と
術
者
の
輪
が
交
わ
っ
て
い
な
い
こ
と
は
、
酒
豪
で
あ
り
術
者
で
も
あ
る
人
が
存
在
し
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
結

論
の
「
あ
る
酒
豪
は
術
者
で
あ
る
」
は
、
こ
の
状
況
で
は
偽
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
前
提
が
共
に
真
で
あ
り
な
が
ら
結
論
が
偽
で
あ
る
よ
う
な
状
況
が
少
な
く
と
も
一

つ
の
可
能
性
と
し
て
間
違
い
な
く
存
在
す
る
か
ら
、
こ
の
シ
ロ
ジ
ズ
ム
は
非
妥
当
で
あ
る
（
前
提
が
真
な
ら
結
論
も
必
ず
真
、
と
は
な
ら
な
い
）。
つ
ま
り
、
図
4

が
描
く
可
能
な
状
況
が
こ
の
シ
ロ
ジ
ズ
ム
の
反
例
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

術
者

売
人

酒
豪

図 4
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ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
論
理
学
は
以
上
の
よ
う
に
、
一
五
種
類
の
シ
ロ
ジ
ズ
ム
が
、
そ
し
て
そ
れ
の
み
が
妥
当
で
あ
る
と
判
定
す
る
。
し
か
し
、
そ
れ
と
は
別
に
、
ア

リ
ス
ト
テ
レ
ス
論
理
学
は
、
一
格
Ａ
Ａ
Ａ
式
の
シ
ロ
ジ
ズ
ム
を
特
別
視
し
、
残
り
の
一
四
種
類
の
シ
ロ
ジ
ズ
ム
を
す
べ
て
一
格
Ａ
Ａ
Ａ
式
の
シ
ロ
ジ
ズ
ム
に
還
元
す

る
。
こ
こ
で
言
う
一
格
Ａ
Ａ
Ａ
式
へ
の
「
還
元
」
と
は
、
還
元
さ
れ
る
べ
き
シ
ロ
ジ
ズ
ム
の
二
つ
の
前
提
を
仮
定
し
、
そ
こ
か
ら
、
一
格
Ａ
Ａ
Ａ
式
の
シ
ロ
ジ
ズ
ム

の
図
式
を
演
繹
的
推
論
規
則
と
し
て
用
い
、
さ
ら
に
、
よ
り
一
般
的
な
演
繹
的
推
論
規
則
も
用
い
て
、
そ
の
還
元
さ
れ
る
べ
き
シ
ロ
ジ
ズ
ム
の
結
論
を
演
繹
的
に
導

き
出
す
こ
と
を
言
う
。
例
と
し
て
、
次
の
二
格
Ａ
Ｏ
Ｏ
式
の
シ
ロ
ジ
ズ
ム

　

す
べ
て
の
術
者
は
売
人
で
あ
る
（
略
記
す
る
と
、
術
者
ａ
売
人
）。

　

あ
る
酒
豪
は
売
人
で
は
な
い
（
酒
豪
ｏ
売
人
）。

∴
あ
る
酒
豪
は
術
者
で
は
な
い
（
酒
豪
ｏ
術
者
）。

を
一
格
Ａ
Ａ
Ａ
式
の
シ
ロ
ジ
ズ
ム
に
還
元
し
て
み
よ
う
。
そ
れ
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

（
一
）　

す
べ
て
の
術
者
は
売
人
で
あ
る
（
術
者
ａ
売
人
）。

―
仮
定

（
二
）　

あ
る
酒
豪
は
売
人
で
は
な
い
（
酒
豪
ｏ
売
人
）。

―
仮
定

（
三
）　

す
べ
て
の
酒
豪
は
術
者
で
あ
る
（
酒
豪
ａ
術
者
）。

―
帰
謬
法
の
た
め
、
結
論
し
た
い
こ
と
の
否
定
を
仮
定
す
る

（
四
）　

す
べ
て
の
酒
豪
は
売
人
で
あ
る
（
酒
豪
ａ
売
人
）。

―
（
一
）
と
（
三
）
に
一
格
Ａ
Ａ
Ａ
式
シ
ロ
ジ
ズ
ム
を
適
用

（
五
）　

矛
盾
。

―
（
二
）
と
（
四
）
か
ら

（
六
）　

あ
る
酒
豪
は
術
者
で
は
な
い
（
酒
豪
ｏ
術
者
）。

―
（
五
）
か
ら
帰
謬
法
に
よ
り
（
三
）
を
否
定

一
格
Ａ
Ａ
Ａ
式
の
シ
ロ
ジ
ズ
ム
は
「
バ
ー
バ
ラ）

21
（

」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
す
べ
て
の
シ
ロ
ジ
ズ
ム
を
バ
ー
バ
ラ
に
還
元
す
る
と
い
う
の
が
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
論
理
学
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一
四

ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
論
理
学
の
完
成
者
と
し
て
の
ク
リ
ス
テ
ィ
ー
ン
・
ラ
ッ
ド
＝
フ
ラ
ン
ク
リ
ン

の
到
達
点
で
あ
る
。
こ
れ
以
上
の
進
歩
は
あ
り
え
な
い
と
誰
も
が
思
っ
て
い
た
。
そ
こ
に
登
場
し
、
最
後
の
仕
上
げ
を
行
っ
た
の
が
ラ
ッ
ド
＝
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
で
あ

る
。

四　

デ
ィ
・
モ
ー
ガ
ン
と
ブ
ー
ル
に
よ
る
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
論
理
学
の
拡
張

　

ラ
ッ
ド
＝
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
の
ア
イ
デ
ィ
ア
が
登
場
す
る
前
に
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
論
理
学
は
も
う
一
段
階
、
進
め
ら
れ
て
お
く
必
要
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
基
本

文
の
整
備
で
あ
る
。
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
論
理
学
は
四
種
類
の
文
図
式
を
考
え
、
こ
れ
に
一
般
名
詞
を
挿
入
す
る
こ
と
で
基
本
文
が
作
ら
れ
る
の
で
あ
っ
た
（
一
般
名

詞
二
個
の
場
合
、
八
個
の
基
本
文
が
作
ら
れ
る
）。
し
か
し
、
こ
の
基
本
文
は
何
を
言
お
う
と
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
そ
し
て
、
言
お
う
と
し
て
い
る
こ
と
を
言

う
の
に
、
こ
の
四
種
類
で
不
足
は
な
い
の
だ
ろ
う
か
。

　

現
代
の
述
語
論
理
学
で
は
、
世
界
を
構
成
す
る
の
は
物
と
性
質
な
い
し
関
係
で
あ
り
、
物
と
性
質
な
い
し
関
係
が
結
合
す
る
こ
と
で
世
界
の
基
本
的
事
実
が
構
成

さ
れ
る
と
考
え
る
。
い
ま
、
世
界
に
は
ソ
ク
ラ
テ
ス
と
プ
ラ
ト
ン
い
う
二
個
の
物
と
教
え
る
と
い
う
一
個
の
関
係
し
か
存
在
し
な
い
と
す
る
。
そ
う
す
る
と
、
世
界

に
存
在
し
得
る
基
本
的
事
実
は
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
が
プ
ラ
ト
ン
を
教
え
る
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
が
自
分
を
教
え
る
、
プ
ラ
ト
ン
が
ソ
ク
ラ
テ
ス
を
教
え
る
、
プ
ラ
ト
ン
が
自

分
を
教
え
る
、
と
い
う
四
個
の
事
実
だ
け
で
あ
る
。
言
語
の
側
に
は
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
を
名
指
す
名
前
「
ａ
」
と
プ
ラ
ト
ン
を
名
指
す
名
前
「
ｂ
」
と
教
え
る
こ
と
を

表
す
述
語
「
Ｒ
ｘ
ｙ
」
し
か
用
意
さ
れ
て
い
な
い
が
、
文
は
述
語
の
変
数
に
名
前
を
代
入
す
る
こ
と
で
作
ら
れ
る
の
で
、「
Ｒ
ａ
ｂ
」、「
Ｒ
ａ
ａ
」、「
Ｒ
ｂ
ａ
」、「
Ｒ

ｂ
ｂ
」
と
い
う
四
個
の
文
が
作
ら
れ
、
こ
れ
ら
が
順
に
先
の
事
実
を
も
れ
な
く
言
い
表
し
て
い
る
。
し
か
し
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
論
理
学
で
は
、
こ
の
よ
う
な
仕
方

で
文
を
不
足
な
く
供
給
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

　

我
々
が
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
論
理
学
の
基
本
文
を
説
明
す
る
と
き
に
は
、
世
界
の
側
が
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
と
い
う
こ
と
は
度
外
視
し
て
、
言
語
構
造
だ
け
を
見

て
基
本
文
を
決
定
し
た
。
こ
の
方
法
は
、
言
語
は
世
界
の
あ
り
方
を
忠
実
に
反
映
し
て
い
る
の
だ
と
考
え
る
な
ら
ば
、
間
違
っ
た
方
法
と
は
言
え
な
い
。
し
か
し
、

実
は
、
我
々
の
説
明
は
そ
の
方
法
と
し
て
も
疑
問
が
生
じ
る
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
は
、
量
化
子
と
一
般
名
詞
と
繋
辞
の
組
み
合
わ
せ
は
四
種
類
し
か
な

い
と
さ
れ
た
の
だ
が
、
量
化
子
は
最
初
の
一
般
名
詞
（
主
語
）
と
し
か
結
び
つ
い
て
お
ら
ず
、
二
番
目
の
一
般
名
詞
（
述
語
）
に
結
び
つ
く
可
能
性
が
無
視
さ
れ
て

い
る
か
ら
で
あ
る
（
も
と
も
と
の
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
自
身
の
考
え
に
従
え
ば
、
こ
の
無
視
は
当
然
な
の
だ
が
、
今
は
一
般
化
さ
れ
た
「
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
論
理
学
」
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五

を
考
え
て
い
る
）。
実
際
、
こ
の
点
を
問
題
に
し
た
論
理
学
者
も
い
る
。
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ハ
ミ
ル
ト
ン
で
あ
る
（
ハ
ミ
ル
ト
ニ
ア
ン
で
有
名
な
数
学
者
・
物
理
学
者

の
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ロ
ー
ワ
ン
・
ハ
ミ
ル
ト
ン
と
は
別
人
）。
彼
は
、
述
語
の
側
に
も
量
化
子
を
結
び
つ
け
る
こ
と
で
、
基
本
文
は
次
の
八
種
類
で
あ
る
と
考
え
た）

22
（

。

（
1
）　

す
べ
て
の
Ｓ
は
す
べ
て
の
Ｐ
で
あ
る
。

（
2
）　

す
べ
て
の
Ｓ
は
あ
る
Ｐ
で
あ
る
。

（
3
）　

あ
る
Ｓ
は
す
べ
て
の
Ｐ
で
あ
る
。

（
4
）　

あ
る
Ｓ
は
あ
る
Ｐ
で
あ
る
。

（
5
）　

す
べ
て
の
Ｓ
は
す
べ
て
の
Ｐ
で
は
な
い
。

（
6
）　

す
べ
て
の
Ｓ
は
あ
る
Ｐ
で
は
な
い
。

（
7
）　

あ
る
Ｓ
は
す
べ
て
の
Ｐ
で
は
な
い
。

（
8
）　

あ
る
Ｓ
は
あ
る
Ｐ
で
は
な
い
。

確
か
に
こ
れ
だ
と
構
文
論
的
可
能
性
は
尽
く
し
て
い
る
が
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
論
理
学
の
四
種
の
基
本
文
よ
り
も
何
を
言
い
た
い
の
か
が
ま
す
ま
す
不
明
瞭
に
な
っ

て
い
る
。（
1
）
は
性
質
Ｓ
と
Ｐ
の
外
延
が
一
致
す
る
こ
と
を
言
い
表
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
な
の
だ
が
、
果
た
し
て
そ
れ
が
普
通
に
読
み
取
れ
る
だ
ろ
う
か
。
や

は
り
、
言
語
が
意
味
し
よ
う
と
し
て
い
る
も
の
、
つ
ま
り
、
世
界
の
側
の
何
が
問
題
に
な
っ
て
い
る
の
か
を
先
に
何
ら
か
の
別
の
方
法
で
明
確
化
し
、
そ
れ
に
合
わ

せ
て
言
語
を
再
考
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

で
は
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
論
理
学
が
基
本
と
考
え
る
四
種
類
の
文
は
何
を
言
お
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
一
般
名
詞
は
性
質
を
表
す
の
だ
か
ら
、
二
つ
の

一
般
名
詞
を
含
む
基
本
文
は
二
つ
の
性
質
の
間
の
関
係
を
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
と
、
ま
ず
は
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
性
質
自
体
が
何
ら
か
の
関
係
に
立
つ
と

言
う
よ
り
も
、
そ
の
性
質
を
持
つ
物
の
集
ま
り
、
す
な
わ
ち
、
集
合
が
互
い
に
何
ら
か
の
関
係
に
立
つ
、
と
言
う
べ
き
で
あ
り
、
基
本
文
は
こ
の
集
合
間
の
関
係
を

述
べ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
二
つ
の
性
質
を
Ａ
と
Ｂ
と
し
、
そ
れ
が
規
定
す
る
集
合
も
Ａ
と
Ｂ
と
言
う
こ
と
に
す
れ
ば
、
Ａ
と
Ｂ
の
間
の
関
係
は
、
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（
1
）
Ａ
と
Ｂ
は
完
全
に
一
致
し
て
い
る
、（
2
）
Ａ
が
Ｂ
に
完
全
に
含
ま
れ
る
、（
3
）
Ｂ
が
Ａ
に
完
全
に
含
ま
れ
る
、（
4
）
Ａ
と
Ｂ
は
部
分
的
に
重
な
っ
て
い
る
、

（
5
）
Ａ
と
Ｂ
は
完
全
に
別
れ
て
い
る
、
の
五
種
類
存
在
す
る
。
同
じ
性
質
を
持
つ
物
を
す
べ
て
集
め
て
輪
で
く
く
っ
た
状
態
を
描
い
た
オ
イ
ラ
ー
円
を
使
う
と
、

図
5
の
五
種
類
に
な
る）

23
（

。
こ
れ
が
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
論
理
学
が
想
定
す
る
、
こ
の
場
合
（
性
質
が
二
つ
の
場
合
）
の
基
本
的
事
実
の
す
べ
て
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

と
こ
ろ
が
、
基
本
文
の
方
は
四
種
類
で
、
二
つ
の
一
般
名
詞
を
代
入
し
て
得
ら
れ
る
文
の
個
数
は
八
個
で
あ
っ
た
。
こ
の
う
ち
、
Ｅ
命
題
と
Ｉ
命
題
は
主
語
と
述
語

を
交
換
し
て
も
意
味
は
変
わ
ら
な
い
と
思
わ
れ
る
か
ら
、
実
際
の
基
本
文
の
個
数
は
六
個
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
五
個
の
基
本
的
事
実
に
は
基
本
文
が
多
す
ぎ
る

の
で
あ
る
。
し
か
し
、
個
数
の
違
い
は
、
も
う
少
し
複
雑
で
あ
る
。
基
本
的
事
実
の
個
数
は
五
個
と
述
べ
た
が
、
考
え
方
に
よ
っ
て
は
、
も
う
三
個
追
加
す
べ
き
で

Ａ　　 Ｂ

Ａ　　　 Ｂ

Ｂ　　　 Ａ

Ａ　　　　　　　　Ｂ

Ａ Ｂ

（1）

（2）

（3）

（4）

（5）

図 5
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あ
る
。
図
6
を
見
て
も
ら
い
た
い
。（
6
）
は
性
質
Ａ
を
持
つ
物
は
存
在
す
る
が
性
質
Ｂ
を
持
つ
物
が
存
在
し
な
い
場
合
、（
7
）
は
そ
の
逆
、（
8
）
は
性
質
Ａ
を

持
つ
物
も
性
質
Ｂ
を
持
つ
物
も
存
在
し
な
い
場
合
、で
あ
る
。
こ
の
三
つ
を
性
質
間
の
関
係
と
言
う
の
は
直
観
的
に
は
受
け
入
れ
が
た
い
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
、

性
質
Ａ
や
Ｂ
を
持
つ
物
が
世
界
の
中
で
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
、
同
じ
性
質
を
持
つ
物
を
集
め
た
場
合
に
ど
う
な
る
の
か
、
そ
の
様
々
な
在
り
方
の
ひ
と
つ

で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
お
い
て
、（
1
）
か
ら
（
8
）
ま
で
に
違
い
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、（
1
）
か
ら
（
5
）
ま
で
を
基
本
的
事
実
と
認
め
る
な
ら
、（
6
）
か

ら
（
8
）
も
認
め
る
べ
き
で
あ
る）

24
（

。
と
こ
ろ
が
、
八
個
の
基
本
的
事
実
に
対
し
て
、
基
本
文
は
六
個
し
か
な
い
。
実
は
基
本
文
は
不
足
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

ど
う
考
え
た
ら
良
い
の
か
。
基
本
的
事
実
の
方
が
多
い
の
だ
か
ら
、
こ
れ
ら
は
実
際
は
基
本
的
な
原
子
的
事
実
で
は
な
く
、
複
合
的
な
事
実
で
あ
る
と
考
え
る
こ

と
が
で
き
る
。
実
際
、「
す
べ
て
の
Ａ
は
Ｂ
で
あ
る
」
と
「
す
べ
て
の
Ｂ
は
Ａ
で
あ
る
」
の
連
言
に
よ
っ
て
図
5
の
（
1
）
で
描
か
れ
て
い
る
状
況
が
言
い
表
さ
れ

る
こ
と
に
な
る
、
と
い
う
の
は
多
く
の
人
に
よ
っ
て
直
観
的
に
同
意
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
こ
の
状
況
が
原
子
的
事
実
で
は
な
く
、
複
合
さ
れ
た
事

実
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
だ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
六
個
の
基
本
文
が
言
い
表
す
基
本
的
事
実
と
は
何
か
、
そ
れ
が
複
合
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
図
5
と
図
6

の
（
1
）
か
ら
（
8
）
ま
で
の
事
実
が
構
成
さ
れ
る
よ
う
な
原
子
的
事
実
と
は
何
か
、
を
見
い
だ
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
基
本
的
原
子
的
事
実
と
み
な
さ
れ

得
る
の
が
、
あ
る
性
質
を
考
え
た
と
き
、
そ
の
性
質
を
持
つ
物
が
存
在
す
る
と
い
う
事
実
、
お
よ
び
、
存
在
し
な
い
と
い
う
事
実
、
の
二
種
類
の
事
実
で
あ
る
。
し

か
し
、
そ
れ
で
は
、
二
種
類
の
性
質
Ａ
と
Ｂ
を
考
え
て
も
、
Ａ
を
持
つ
物
が
存
在
す
る
、
存
在
し
な
い
、
Ｂ
を
持
つ
物
が
存
在
す
る
、
存
在
し
な
い
の
、
四
個
の
基

図 6

Ａ

Ｂ

（6）

（7）

（8）
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本
的
事
実
し
か
な
い
で
は
な
い
か
と
言
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
だ
が
そ
う
で
は
な
い
。
二
種
類
の
性
質
Ａ
と
Ｂ
を
同
時
に
考
え
る
と
、
相
互
に
独
立
し
た
、「
Ａ

か
つ
Ｂ
で
は
な
い
（
以
下
、
Ａ
・
非
Ｂ
と
書
く
）」、「
Ａ
か
つ
Ｂ
で
あ
る
（
以
下
、
Ａ
・
Ｂ
）」、「
Ａ
で
は
な
く
か
つ
Ｂ
で
あ
る
（
以
下
、
非
Ａ
・
Ｂ
）」、
と
い
う
三

個
の
複
合
的
性
質
が
存
在
す
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
そ
れ
ぞ
れ
に
関
し
て
、
そ
れ
を
持
つ
物
が
あ
る
場
合
と
な
い
場
合
が
あ
り
得
る
か
ら
、
合
計
六
個
の
基
本
的
事

実
が
存
在
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
六
個
の
基
本
文
と
個
数
が
同
じ
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
基
本
文
の
直
観
的
意
味
を
考
え
た
と
き
、
そ
れ
が
こ
れ
ら
の
基

本
的
事
実
に
対
応
す
る
こ
と
を
見
て
取
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。
そ
の
対
応
関
係
を
ヴ
ェ
ン
図
を
使
っ
て
示
し
て
お
こ
う
。
オ
イ
ラ
ー
円
は
あ
る
性
質
を
持
つ
物
を

集
め
て
、
そ
れ
を
輪
で
く
く
っ
て
ひ
と
ま
と
ま
り
と
し
た
も
の
を
描
い
て
い
た
。
ヴ
ェ
ン
図
は
、
輪
の
方
を
先
に
広
げ
て
お
い
て
、
そ
れ
を
性
質
と
見
な
し
、
後
か

ら
そ
の
輪
の
中
に
そ
の
性
質
を
持
つ
物
に
入
っ
て
も
ら
っ
て
、
そ
の
様
子
を
絵
に
描
い
た
も
の
で
あ
る
。
図
7
は
、
性
質
Ａ
と
性
質
Ｂ
と
し
て
の
輪
を
ま
ず
広
げ
て

お
い
た
状
態
の
絵
で
あ
る
。
ど
ん
な
状
況
に
も
対
応
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
は
、
こ
の
よ
う
に
輪
を
部
分
的
に
重
ね
て
広
げ
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
左

の
三
日
月
は
性
質
Ａ
・
非
Ｂ
で
あ
り
、
中
央
の
凸
レ
ン
ズ
は
性
質
Ａ
・
Ｂ
で
あ
り
、
右
の
三
日
月
は
性
質
非
Ａ
・
Ｂ
で
あ
る
。
そ
し
て
、
各
々
の
物
に
は
、
そ
れ
が

持
つ
性
質
の
図
形
（
左
の
三
日
月
か
中
央
の
凸
レ
ン
ズ
か
右
の
三
日
月
）
内
部
に
入
っ
て
も
ら
う
。
そ
の
結
果
、
図
形
に
物
が
入
っ
て
い
た
ら
、
そ
の
図
形
に
×
印

を
お
い
た
絵
を
描
く
。
物
が
入
っ
て
い
な
か
っ
た
ら
、
そ
の
図
形
に
影
を
つ
け
た
絵
を
描
く
。
そ
う
す
る
と
、
六
個
の
基
本
事
実
は
図
8
の
よ
う
に
描
く
こ
と
が
で

図 7

Ａ　　　　　　　　Ｂ

159



哲
学
・
思
想
論
集
第
四
十
八
号

一
九

Ａ　　　　　　　　Ｂ

×

Ａ　　　　　　　　Ｂあ
る
Ａ
は
Ｂ
で
は
な
い

す
べ
て
の
Ａ
は
Ｂ
で
あ
る

Ａ　　　　　　　　Ｂ

×

Ａ　　　　　　　　Ｂあ
る
Ｂ
は
Ａ
で
は
な
い

す
べ
て
の
Ｂ
は
Ａ
で
あ
る

Ａ　　　　　　　　Ｂ

×

Ａ　　　　　　　　Ｂ
あ
る
Ａ
は
Ｂ
で
あ
る

＝
あ
る
Ｂ
は
Ａ
で
あ
る

す
べ
て
の
Ａ
は
Ｂ
で
は
な
い

＝
す
べ
て
の
Ｂ
は
Ａ
で
は
な
い

図 8
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き
る）

25
（

。
各
々
の
図
の
左
に
は
、
そ
の
事
実
を
表
す
基
本
文
が
書
い
て
あ
る
。
図
8
の
各
々
の
図
で
は
、
×
も
影
も
な
い
空
白
の
図
形
が
あ
る
が
、
そ
れ
は
、
問
題
に

な
っ
て
い
る
原
子
的
事
実
に
と
っ
て
そ
の
部
分
は
関
係
な
い
か
ら
、
単
に
無
視
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
、
実
際
は
、
そ
こ
に
も
物
は
入
っ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
し
、

入
っ
て
い
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
空
白
の
図
形
に
も
×
か
影
を
書
き
込
む
と
、
複
合
的
事
実
の
絵
に
な
る
。
例
と
し
て
、
図
9
を
見
て
み
よ
う
。
性
質
Ａ
・
非
Ｂ
を

持
つ
物
は
存
在
せ
ず
、
性
質
非
Ａ
・
Ｂ
を
持
つ
物
も
存
在
し
な
い
が
、
性
質
Ａ
・
Ｂ
を
持
つ
物
は
存
在
す
る
と
い
う
複
合
的
事
実
で
あ
り
、
言
い
換
え
る
と
、
性
質

Ａ
を
持
つ
物
と
Ｂ
を
持
つ
物
は
完
全
に
一
致
し
て
い
る
と
い
う
複
合
的
事
実
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
オ
イ
ラ
ー
円
で
描
い
た
、
図
5
の
（
１
）
に
他
な
ら
な
い
。
先
程
、

こ
れ
は
、「
す
べ
て
の
Ａ
は
Ｂ
で
あ
る
」
と
「
す
べ
て
の
Ｂ
は
Ａ
で
あ
る
」
の
連
言
に
よ
っ
て
表
現
さ
れ
る
と
述
べ
た
が
、
図
9
と
図
８
を
見
れ
ば
分
か
る
よ
う
に
、

実
際
は
、
さ
ら
に
「
あ
る
Ａ
は
Ｂ
で
あ
る
（
＝
あ
る
Ｂ
は
Ａ
で
あ
る
）」
を
第
三
の
連
言
肢
と
し
て
付
け
加
え
た
連
言
に
よ
っ
て
表
現
さ
れ
る
複
合
的
事
実
で
あ
る）

26
（

。

　

こ
れ
で
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
論
理
学
の
基
本
文
の
意
味
が
明
確
に
な
っ
た
の
で
、
問
題
は
解
消
し
た
の
か
と
い
う
と
、
そ
う
で
は
な
く
、
こ
こ
か
ら
本
当
の
問
題
が

始
ま
る
の
で
あ
る
。
二
つ
の
性
質
Ａ
と
Ｂ
を
考
え
た
と
き
、
複
合
的
性
質
と
し
て
Ａ
・
Ｂ
、
Ａ
・
非
Ｂ
、
非
Ａ
・
Ｂ
が
考
慮
さ
れ
て
い
る
が
、
当
然
、
非
Ａ
・
非
Ｂ
、

す
な
わ
ち
、
Ａ
で
も
な
く
Ｂ
で
も
な
い
と
い
う
性
質
も
考
慮
に
入
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
非
Ａ
・
非
Ｂ
を
持
つ
物
は
存
在
す
る
と
い
う
こ
と
と
、
存
在
し

な
い
と
い
う
こ
と
の
、
二
つ
の
基
本
的
事
実
も
追
加
で
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い）

27
（

。
と
こ
ろ
が
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
論
理
学
に
は
、
こ
の
二
つ
の
事
実
を
表
現
す
る

Ａ　　　　　　　　Ｂ

×

図 9
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基
本
文
が
欠
け
て
い
る
。
こ
れ
が
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
論
理
学
が
抱
え
て
い
る
問
題
な
の
で
あ
る
。
論
理
思
想
史
家
の
山
下
正
男
に
よ
る
と
、
非
Ａ
・
非
Ｂ
を
含
め

た
四
分
類
が
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
、
プ
ラ
ト
ン
よ
り
ず
っ
と
後
の
中
世
﹇
九
世
紀
の
﹈
キ
リ
ス
ト
教
の
神
学
者
ヨ
ハ
ン
ネ
ス
・
ス
コ
ト
ゥ

ス
・
エ
リ
ウ
ゲ
ナ
に
お
い
て
で
あ
る）

28
（

」。
そ
し
て
、
こ
の
四
分
類
が
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
論
理
学
に
取
り
入
れ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
十
九
世
紀
の
半
ば
、
オ
ー

ガ
ス
タ
ス
・
デ
ィ
・
モ
ー
ガ
ン
と
ジ
ョ
ー
ジ
・
ブ
ー
ル
に
よ
っ
て
で
あ
る
。
な
ぜ
、
非
Ａ
・
非
Ｂ
を
考
え
る
こ
と
は
、
こ
の
よ
う
に
長
い
間
、
妨
げ
ら
れ
て
き
た
の

だ
ろ
う
か）

29
（

。

　

我
々
は
あ
る
性
質
φ
と
い
う
も
の
を
考
え
る
と
き
、
そ
れ
を
一
種
の
入
れ
も
の
の
よ
う
に
考
え
る
傾
向
が
あ
る
。
物
が
性
質
φ
を
持
つ
と
は
、
そ
れ
が
入
れ
も
の

に
入
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
か
の
よ
う
に
考
え
る
の
で
あ
る
。
こ
の
傾
向
性
が
、
ヴ
ェ
ン
図
と
い
う
道
具
が
こ
れ
ほ
ど
普
及
し
た
理
由
の
一
つ
で
は
な
い
か
と
考
え

ら
れ
る
（
図
10
）。
し
か
し
、
何
か
あ
る
物
が
性
質
φ
を
持
つ
と
は
、
別
の
何
か
は
性
質
φ
を
持
た
な
い
と
い
う
こ
と
を
、
少
な
く
と
も
可
能
性
と
し
て
、
当
然
、

前
提
し
て
い
る
。「
φ
と
い
う
性
質
を
持
た
な
い
」
を
「
非
φ
と
い
う
性
質
を
持
つ
」
と
言
い
換
え
る
こ
と
に
し
て
、
非
φ
と
い
う
性
質
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
た
ら

良
い
の
だ
ろ
う
か
。
φ
と
い
う
性
質
は
、
ヴ
ェ
ン
図
的
に
考
え
る
と
、
円
の
内
部
で
あ
る
か
ら
、
特
に
困
難
は
感
じ
ら
れ
な
い
（
図
11
）。
し
か
し
、
非
φ
と
い
う

性
質
は
、
円
の
外
部
で
あ
り
、
考
え
る
こ
と
が
極
め
て
困
難
に
感
じ
ら
れ
て
く
る
。
円
の
外
部
が
ど
こ
ま
で
広
が
っ
て
い
る
の
か
分
か
ら
ず
、
不
安
に
な
る
か
ら
で

あ
る
（
図
12
）。
そ
し
て
、
こ
う
し
た
不
確
定
な
も
の
を
一
個
の
性
質
と
見
な
す
こ
と
が
た
め
ら
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
だ
が
、
我
々
は
常
に
非
φ
と
い
う
性
質
を
忌

避
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
例
え
ば
、「
す
べ
て
の
ψ
は
φ
で
あ
る
」
と
考
え
る
と
き
、「
ψ
で
あ
り
、
か
つ
、
非
φ
で
あ
る
物
は
存
在
し
な
い
」
と
考
え
て
い
る

φ

図 10

φ

図 11
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の
で
あ
る
（
図
13
）。
つ
ま
り
、
ψ
と
い
う
限
界
の
中
で
な
ら
ば
、
非
φ
も
問
題
な
く
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
任
意
の
性
質
φ
に
対
し
て
、

非
φ
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
常
に
非
φ
を
限
界
付
け
る
も
の
、
い
わ
ば
、
す
べ
て
の
物
を
入
れ
込
む
、
最
大
の
入
れ
も
の
と
し
て
の
宇
宙
、
を
置
け
ば

良
い
（
図
14
）。
こ
の
図
の
「
Ｕ
」
と
書
か
れ
た
四
角
形
が
宇
宙
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
宇
宙
と
い
う
も
の
が
不
確
定
だ
と
い
う
こ
と
に
問
題
が
あ
る
の

だ
か
ら
、
こ
れ
で
は
解
決
に
な
ら
な
い
よ
う
に
思
え
る
。
だ
が
、
そ
の
よ
う
な
文
字
通
り
の
全
宇
宙
と
い
う
よ
う
な
も
の
は
、
形
而
上
学
の
議
論
を
す
る
と
き
に
は

問
題
に
な
る
だ
ろ
う
が
、
ほ
と
ん
ど
の
場
合
は
問
題
に
な
っ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
宇
宙
に
究
極
的
に
存
在
す
る
も
の
は
何
か
と
い
う
こ
と
は
、
普
通
は
問
題
に
せ

ず
、
我
々
が
議
論
す
る
と
き
の
そ
の
時
そ
の
時
の
状
況
に
応
じ
て
、
我
々
は
適
当
に
宇
宙
を
設
定
し
て
、
そ
の
中
で
議
論
を
進
め
る
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、「
す
べ

て
の
売
人
は
術
者
で
あ
り
、
す
べ
て
の
酒
豪
は
売
人
で
あ
る
か
ら
、
す
べ
て
の
酒
豪
は
術
者
で
あ
る
」
と
推
論
す
る
と
き
は
、
人
間
が
宇
宙
で
あ
り
、
ま
た
、
数
学

の
証
明
を
し
て
い
る
と
き
は
、
数
が
宇
宙
な
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
議
論
の
文
脈
に
応
じ
て
適
当
に
設
定
す
る
宇
宙
を
「
談
話
宇
宙
」
と
か
「
談
話
領
域
」
と

φ

図 12

ψ φ

図 13

U

φ

図 14
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二
三

言
う
。
談
話
宇
宙
を
初
め
て
導
入
し
た
の
が
、
先
程
言
及
し
た
、
デ
ィ
・
モ
ー
ガ
ン
で
あ
り
、
ブ
ー
ル
も
こ
れ
を
採
用
し）

30
（

、
以
後
、
今
日
に
到
る
ま
で
談
話
宇
宙
は

論
理
学
の
標
準
的
な
道
具
立
て
に
な
っ
て
い
る
。

　

談
話
宇
宙
を
用
い
る
と
、
追
加
す
べ
き
二
つ
の
基
本
的
事
実
は
図
15
、
図
16
の
よ
う
に
描
け
る
。
デ
ィ
・
モ
ー
ガ
ン
は
図
15
を
表
現
す
る
日
常
言
語
の
文
と
し

て
「
宇
宙
の
中
に
は
Ａ
で
も
Ｂ
で
も
な
い
物
が
存
在
す
る
」
を
、
図
16
を
表
現
す
る
も
の
と
し
て
「
宇
宙
の
中
の
す
べ
て
の
物
は
Ａ
か
Ｂ
か
、
あ
る
い
は

4

4

4

4

、
そ
の
両

4

4

4

方
で
あ
る

4

4

4

4

」
を
使
っ
て
い
る）

31
（

。
し
た
が
っ
て
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
論
理
学
の
八
個
に
増
え
た
基
本
文
を
日
常
言
語
で
表
現
し
よ
う
と
す
る
と
、
統
一
的
な
構
文
論
的

特
徴
付
け
を
行
う
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
。
そ
こ
で
、
デ
ィ
・
モ
ー
ガ
ン）

32
（

も
ブ
ー
ル）

33
（

も
独
自
の
記
号
を
使
っ
て
八
個
の
基
本
的
事
実
を
言
い
表
す
こ
と
を
試
み
て
い

る
。
し
か
し
、
こ
こ
で
は
、
ラ
ッ
ド
＝
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
に
よ
る
記
号
法
を
紹
介
す
る
こ
と
に
す
る）

34
（

。
彼
女
は
、「
非
Ａ
」
を
「
Ａ
」
に
棒
線
を
置
い
て
、「
Ａ
」
と
書

く
。
複
合
的
性
質
は
、
単
純
性
質
を
そ
の
ま
ま
並
べ
る
こ
と
で
、
す
な
わ
ち
「
Ａ
Ｂ
」（
Ａ
か
つ
Ｂ
）、「
Ａ
Ｂ
」（
Ａ
だ
が
Ｂ
で
は
な
い
）、「
Ａ
Ｂ
」（
Ａ
で
は
な
い
が

Ａ　　　　　　　　Ｂ

×

U

Ａ　　　　　　　　Ｂ

U

Ａ　　　　　　　　Ｂ

図 15

図 16
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二
四

ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
論
理
学
の
完
成
者
と
し
て
の
ク
リ
ス
テ
ィ
ー
ン
・
ラ
ッ
ド
＝
フ
ラ
ン
ク
リ
ン

Ｂ
）、「
Ａ 

Ｂ
」（
Ａ
で
も
Ｂ
で
も
な
い
）、
の
よ
う
に
し
て
表
す
。
並
べ
る
順
序
に
意
味
は
な
く
、
逆
に
並
べ
て
も
同
じ
意
味
で
あ
る
。
次
に
、
楔
型
記
号
「
⋁
」

と
不
完
全
な
楔
型
記
号
「
⋁
」
を
導
入
し
、
こ
れ
を
複
合
性
質
を
表
す
記
号
に
適
用
す
る
。
ど
こ
に
置
い
て
も
良
い
の
だ
が
、
普
通
は
二
つ
の
文
字
の
間
に
置
く
。

そ
し
て
、
前
者
は
、
適
用
さ
れ
た
複
合
性
質
を
持
つ
物
が
存
在
し
な
い
こ
と
を
表
し
、
後
者
は
、
存
在
す
る
こ
と
を
表
す
。
し
た
が
っ
て
、
デ
ィ
・
モ
ー
ガ
ン
と
ブ
ー

ル
に
よ
っ
て
改
革
さ
れ
た
新
し
い
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
論
理
学
の
八
個
の
基
本
文
は
次
の
よ
う
に
表
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
（
カ
ッ
コ
内
は
日
常
言
語
で
の
表
現
）。

（
1
）　

Ａ
⋁
Ｂ
（
す
べ
て
の
Ａ
は
Ｂ
で
は
な
い
）

（
2
）　

Ａ
⋁
Ｂ
（
あ
る
Ａ
は
Ｂ
で
あ
る
）

（
3
）　

Ａ
⋁
Ｂ
（
す
べ
て
の
Ａ
は
Ｂ
で
あ
る
）

（
4
）　

Ａ
⋁
Ｂ
（
あ
る
Ａ
は
Ｂ
で
は
な
い
）

（
5
）　

Ａ
⋁
Ｂ
（
す
べ
て
の
Ｂ
は
Ａ
で
あ
る
）

（
6
）　

Ａ
⋁
Ｂ
（
あ
る
Ｂ
は
Ａ
で
は
な
い
）

（
7
）　

Ａ
⋁
Ｂ
（
す
べ
て
の
物
は
Ａ
か
Ｂ
か
で
あ
る
）

（
8
）　

Ａ
⋁
Ｂ
（
Ａ
で
も
Ｂ
で
も
な
い
物
が
存
在
す
る
）

八
個
の
基
本
文
が
構
文
論
上
シ
ス
テ
マ
テ
ィ
ッ
ク
に
作
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
容
易
に
見
て
取
れ
る
で
あ
ろ
う）

35
（

。

　

ラ
ッ
ド
＝
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
が
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
論
理
学
を
完
成
さ
せ
る
た
め
に
は
、
こ
の
よ
う
に
基
本
文
を
拡
張
し
て
お
く
必
要
が
あ
っ
た
。
こ
の
結
果
、
従
来

は
シ
ロ
ジ
ズ
ム
と
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
よ
う
な
論
証
が
シ
ロ
ジ
ズ
ム
に
算
入
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
ラ
ッ
ド
＝
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
が
挙
げ
る
例
の
一
つ
は
次
で
あ

る）
36
（

。　

Ａ
⋁
Ｃ
（
す
べ
て
の
物
は
Ａ
か
Ｃ
か
で
あ
る
）
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二
五

　

Ｂ
⋁
Ｃ
（
す
べ
て
の
Ｃ
は
Ｂ
で
あ
る
）

∴
Ａ
⋁
Ｂ
（
す
べ
て
の
物
は
Ａ
か
Ｂ
か
で
あ
る
）

　
　
　
　
　

シ
ロ
ジ
ズ
ム
で
は
、
二
つ
の
前
提
は
一
つ
の
一
般
名
詞
を
共
有
し
、
各
々
の
前
提
と
結
論
で
も
一
つ
の
一
般
名
詞
を
共
有
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
点
は

基
本
文
を
拡
張
し
て
も
変
わ
ら
な
い
の
だ
が
、
右
の
例
の
よ
う
に
、
一
方
で
「
Ｃ
」、
他
方
で
「
Ｃ
」
が
現
れ
る
と
い
う
仕
方
で
一
般
名
詞
が
共
有
さ
れ
る
こ
と
も

あ
る
こ
と
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
ぞ
れ
を
項
と
見
な
せ
ば
、
項
は
共
有
さ
れ
て
い
な
い
と
言
え
る
の
だ
が
、
一
般
名
詞
は
共
有
さ
れ
て
い
る
の
で
あ

る
。
な
お
、
以
下
で
は
、「
Ｃ
」
の
よ
う
な
項
を
「
肯
定
項
」、「
Ｃ
」
の
よ
う
な
項
を
「
否
定
項
」
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。

五　

ラ
ッ
ド
＝
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
に
よ
る
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
論
理
学
の
完
成

　

基
本
文
の
拡
張
は
デ
ィ
・
モ
ー
ガ
ン
と
ブ
ー
ル
の
業
績
だ
が
、
こ
れ
か
ら
が
ラ
ッ
ド
＝
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
の
業
績
で
あ
る
。
彼
女
は
、
ま
ず
、
妥
当
な
論
証
と
矛
盾

し
た
文
集
合
の
関
係
に
着
目
す
る）

37
（

。
次
の
よ
う
な
ｎ
個
の
原
子
文
か
ら
な
る
文
集
合
を
考
え
て
み
よ
う
。

（
Ｓ
）　
｛
Ｐ１
、
Ｐ２
、
Ｐ３
、・
・
・
、
Ｐｎ
｝

こ
の
文
集
合
（
Ｓ
）
が
矛
盾
し
て
い
る
と
す
る
。
文
集
合
が
矛
盾
し
て
い
る
と
は
、
そ
の
要
素
で
あ
る
文
の
す
べ
て
が
真
に
な
る
こ
と
が
不
可
能
で
あ
る
と
い
う
意

味
で
あ
る
。
こ
の
と
き
、
こ
の
文
集
合
（
Ｓ
）
の
要
素
の
中
か
ら
任
意
の
一
つ
、
例
え
ば
、「
Ｐ１
」
を
選
び
出
し
、
そ
の
否
定
文
「
Ｐ１
で
は
な
い
」
を
作
り
、
こ
れ

を
結
論
と
し
、
残
り
の
文
を
前
提
と
す
る
次
の
よ
う
な
論
証
を
作
っ
た
と
し
よ
う
。

（
Ｉ
）　
Ｐ２

　
　
　
Ｐ３
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二
六

ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
論
理
学
の
完
成
者
と
し
て
の
ク
リ
ス
テ
ィ
ー
ン
・
ラ
ッ
ド
＝
フ
ラ
ン
ク
リ
ン

　
　
　

…

　
　
　
Ｐｎ

　
　

∴
Ｐ１
で
は
な
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

論
証
（
Ｉ
）
の
前
提
「
Ｐ２
、
Ｐ３
、・
・
・
、
Ｐｎ
」
が
す
べ
て
真
だ
と
す
る
と
、
文
集
合
（
Ｓ
）
が
矛
盾
し
て
い
る
こ
と
よ
り
、「
Ｐ１
」
が
偽
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

よ
っ
て
、
そ
の
否
定
で
あ
る
、
論
証
（
Ｉ
）
の
結
論
「
Ｐ１
で
は
な
い
」
は
真
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
論
証
（
Ｉ
）
は
妥
当
で
あ
る
。
ま
た
、
逆
も
成
立
す
る
。

論
証
（
Ｉ
）
が
妥
当
な
ら
、「
Ｐ２
、
Ｐ３
、
・
・
・
、
Ｐｎ
」
が
す
べ
て
真
な
ら
、「
Ｐ１
で
は
な
い
」
も
真
だ
が
、
こ
の
と
き
、「
Ｐ１
」
は
偽
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
文
集

合
（
Ｓ
）
は
矛
盾
で
あ
る
。
文
集
合
の
矛
盾
と
論
証
の
妥
当
性
の
間
の
こ
の
よ
う
な
関
係
は
、
論
理
学
で
は
自
明
な
こ
と
で
あ
り
、
ラ
ッ
ド
＝
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
が
発

見
し
た
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
彼
女
の
独
創
は
、
こ
の
関
係
を
利
用
す
る
こ
と
で
、
妥
当
な
シ
ロ
ジ
ズ
ム
の
特
徴
付
を
与
え
よ
う
と
し
た
こ
と
に
あ
る
。

　

拡
張
さ
れ
た
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
論
理
学
で
は
、
シ
ロ
ジ
ズ
ム
の
図
式
は
次
の
よ
う
に
な
る
。

（
ア
）　

Ｐ 

ｘ 

Ｍ

　
　
　

Ｓ 

ｙ 

Ｍ

　
　

∴
Ｓ 

ｚ 

Ｐ

「
Ｓ
」、「
Ｐ
」、「
Ｍ
」
に
は
一
般
名
詞
が
代
入
さ
れ
る
。
同
じ
文
字
に
は
同
じ
一
般
名
詞
が
、
違
う
文
字
に
は
違
う
一
般
名
詞
が
代
入
さ
れ
る
も
の
と
す
る
。「
ｘ
」、

「
ｙ
」、「
ｚ
」
は
、
二
つ
の
文
字
の
間
に
「
⋁
」
か
「
⋁
」
を
挿
入
し
、
そ
の
二
つ
の
文
字
の
ど
ち
ら
か
一
方
な
い
し
両
方
の
文
字
に
棒
線
を
引
く
、
な
い
し
、
ど

ち
ら
の
文
字
に
も
棒
線
を
引
か
な
い
、
と
い
う
こ
と
を
表
し
て
い
る
。
変
則
的
な
ル
ー
ル
だ
が
、
実
際
の
代
入
例
を
見
れ
ば
、
そ
の
意
味
は
明
瞭
と
な
る
だ
ろ
う
。

以
下
が
、
図
式
（
ア
）
に
対
す
る
一
つ
の
代
入
例
で
あ
る
。
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二
七

（
イ
）　

Ｂ
⋁
Ｃ

　
　
　

Ａ
⋁
Ｃ

　
　

∴
Ａ
⋁
Ｂ

　
　
　
　
　
　
　
　

こ
の
シ
ロ
ジ
ズ
ム
が
妥
当
で
あ
れ
ば
、
先
程
、
見
た
よ
う
に
、
次
の
文
集
合
が
矛
盾
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

（
ウ
）　
｛
Ｂ
⋁
Ｃ
、
Ａ
⋁
Ｃ
、
Ａ
⋁
Ｂ
で
は
な
い
｝

し
か
し
、「
Ａ
⋁
Ｂ
で
は
な
い
」
を
否
定
結
合
子
を
使
っ
て
新
た
に
導
入
さ
れ
た
文
だ
と
考
え
る
必
要
は
な
い
。「
⋁
」
と
「
⋁
」
の
意
味
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、

一
方
を
使
っ
た
文
の
否
定
は
、
そ
れ
を
他
方
に
置
き
換
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
。
よ
っ
て
、
こ
の
文
集
合
（
ウ
）
は
次
の
よ
う
に
書
く
こ
と
が
で
き
る
。

（
エ
）　
｛
Ｂ
⋁
Ｃ
、
Ａ
⋁
Ｃ
、
Ａ
⋁
Ｂ
｝

つ
ま
り
、
こ
の
文
集
合
（
エ
）
は
次
の
図
式
の
代
入
例
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

（
オ
）　
｛
Ｐ
ｘ
Ｍ
、
Ｓ
ｙ
Ｍ
、
Ｓ
ｚ
Ｐ
｝

し
た
が
っ
て
、
こ
の
図
式
（
オ
）
の
代
入
例
の
す
べ
て
に
関
し
て
、
そ
の
ど
れ
が
矛
盾
し
て
い
る
の
か
を
特
定
し
て
い
れ
ば
、
す
べ
て
の
妥
当
な
シ
ロ
ジ
ズ
ム
を
特

定
で
き
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
例
え
ば
、
文
集
合
（
エ
）
が
矛
盾
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
て
い
れ
ば
、
そ
れ
は
、
す
な
わ
ち
、（
イ
）
の
シ
ロ
ジ
ズ
ム
が
妥
当
で

あ
る
こ
と
が
分
か
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。（
エ
）
の
よ
う
な
、
図
式
（
オ
）
の
代
入
例
を
「
ア
ン
チ
ロ
ジ
ズ
ム
」
と
呼
ぶ）

38
（

。
し
た
が
っ
て
、
妥
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二
八

ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
論
理
学
の
完
成
者
と
し
て
の
ク
リ
ス
テ
ィ
ー
ン
・
ラ
ッ
ド
＝
フ
ラ
ン
ク
リ
ン

当
な
シ
ロ
ジ
ズ
ム
を
特
定
す
る
と
い
う
問
題
は
、
矛
盾
し
た
ア
ン
チ
ロ
ジ
ズ
ム
を
特
定
す
る
と
い
う
問
題
に
帰
着
す
る
こ
と
に
な
る
。

　

旧
来
の
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
論
理
学
は
す
べ
て
の
妥
当
な
シ
ロ
ジ
ズ
ム
を
一
五
個
の
図
式
に
ま
と
め
あ
げ
る
こ
と
に
成
功
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
ラ
ッ
ド
＝
フ
ラ

ン
ク
リ
ン
は
、
改
良
さ
れ
た
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
論
理
学
に
お
け
る
す
べ
て
の
矛
盾
し
た
ア
ン
チ
ロ
ジ
ズ
ム
を
、
一
個
の
図
式
に
ま
と
め
あ
げ
る
こ
と
に
成
功
し
た
。

そ
の
図
式
が
次
で
あ
る）

39
（

。

（
カ
）　
｛
Ｐ
⋁
Ｍ
、
Ｓ
⋁

  Ｍ＊

、
Ｓ
⋁
Ｐ
｝

こ
の
図
式
の
各
々
の
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
大
文
字
に
は
、
肯
定
項
な
い
し
否
定
項
が
代
入
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、「
Ａ
」、「
Ｂ
」、「
Ｃ
」
の
よ
う
な
一
般
名
詞
か
、「
Ａ
」、

「
Ｂ
」、「
Ｃ
」
の
よ
う
な
、
そ
れ
を
棒
線
で
否
定
し
た
語
が
代
入
さ
れ
る
。
同
じ
文
字
に
は
同
じ
も
の
が
代
入
さ
れ
る
が
、「

  Ｍ＊

」
だ
け
は
特
別
で
、「
Ｍ
」
に
肯
定

項
が
代
入
さ
れ
て
い
た
ら
、「

  Ｍ＊

」
に
は
そ
の
否
定
項
が
代
入
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、「
Ｍ
」
に
否
定
項
が
代
入
さ
れ
て
い
た
ら
、「

  Ｍ＊

」
に
は
そ

の
肯
定
項
が
代
入
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
、
代
入
さ
れ
る
一
般
名
詞
は
同
じ
な
の
だ
が
、
一
方
で
は
棒
線
が
付
さ
れ
て
い
て
、
他
方
で
は
付
さ

れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。（
カ
）
の
具
体
的
な
代
入
例
で
あ
る
ア
ン
チ
ロ
ジ
ズ
ム
を
一
つ
見
て
お
こ
う
。「
Ｓ
」
に
「
酒
豪
」、「
Ｐ
」
に
「
術
者
」、「
Ｍ
」
に
「
売
人
」

（
し
た
が
っ
て
、「

  Ｍ＊

」
に
「
売
人
」）
を
代
入
す
る
と
、
次
の
ア
ン
チ
ロ
ジ
ズ
ム
が
得
ら
れ
る
。

（
キ
）　
｛
術
者
⋁
売
人
、
酒
豪
⋁
売
人
、
酒
豪
⋁
術
者
｝　

こ
こ
で
、（
キ
）
が
本
当
に
矛
盾
し
た
ア
ン
チ
ロ
ジ
ズ
ム
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
て
お
こ
う
。（
キ
）
の
最
初
の
二
つ
の
文
を
前
提
と
し
、
最
後
の
文
を
否
定

し
た
も
の
を
結
論
と
す
る
次
の
シ
ロ
ジ
ズ
ム
を
考
え
る
。
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九

（
ク
）　

術
者
⋁
売
人

 

　

酒
豪
⋁
売
人

 
∴
酒
豪
⋁
術
者　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

最
後
の
文
が
否
定
さ
れ
た
の
で
、
結
論
は
「
⋁
」
が
「
⋁
」
に
変
わ
っ
て
い
る
こ
と
に
注
意
し
て
お
こ
う
。
先
ほ
ど
説
明
し
た
よ
う
に
、（
ク
）
が
妥
当
な
ら
、（
キ
）

は
矛
盾
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、（
ク
）
が
妥
当
か
否
か
を
調
べ
て
み
よ
う
。
ラ
ッ
ド
＝
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
の
表
記
法
に
よ
る
基
本
文
を
日
常
言
語
の
文
に
書
き
換
え
る

と
（
直
前
の（
1
）〜（
8
）を
参
照
せ
よ
）、（
ク
）
は
次
の
よ
う
に
書
き
換
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

（ 

 ク＊
）　

す
べ
て
の
売
人
は
術
者
で
あ
る
。

　
　
　

す
べ
て
の
酒
豪
は
売
人
で
あ
る
。

　
　

∴
す
べ
て
の
酒
豪
は
術
者
で
あ
る
。　

こ
れ
を
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
論
理
学
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
表
記
法
で
表
す
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

（
ク＊＊
）　

売
人
ａ
術
者

　
　
　

酒
豪
ａ
売
人

　
　

∴
酒
豪
ａ
術
者

こ
れ
は
、
バ
ー
バ
ラ
、
す
な
わ
ち
、
一
格
Ａ
Ａ
Ａ
式
の
シ
ロ
ジ
ズ
ム
で
あ
り
、
そ
れ
が
妥
当
で
あ
る
こ
と
は
既
に
証
明
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
、（
キ
）
は
矛
盾

し
て
い
る
。
こ
れ
で
、
図
式
（
カ
）
か
ら
得
ら
れ
る
ア
ン
チ
ロ
ジ
ズ
ム
の
一
つ
が
矛
盾
し
て
い
る
こ
と
が
証
明
さ
れ
た
。
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三
〇

ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
論
理
学
の
完
成
者
と
し
て
の
ク
リ
ス
テ
ィ
ー
ン
・
ラ
ッ
ド
＝
フ
ラ
ン
ク
リ
ン

　

右
で
示
し
た
の
は
、
図
式
（
カ
）
の
代
入
例
の
一
つ
が
矛
盾
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
図
式
（
カ
）
は
す
べ
て
の
矛
盾
し
た
ア
ン
チ
ロ
ジ
ズ
ム

と
一
致
し
て
い
る
と
ラ
ッ
ド
＝
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
は
考
え
て
い
る
。
矛
盾
し
た
ア
ン
チ
ロ
ジ
ズ
ム
を
変
形
す
る
と
妥
当
な
シ
ロ
ジ
ズ
ム
に
な
る
の
だ
っ
た
が
、
後
者
の

方
に
着
目
し
て
、
ラ
ッ
ド
＝
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
は
次
の
よ
う
に
主
張
し
て
い
る
。

「
シ
ロ
ジ
ズ
ム
の
規
則
。
―
﹇
任
意
の
シ
ロ
ジ
ズ
ム
の
﹈
結
論
の
否
定
を
取
り
、﹇
そ
れ
、
お
よ
び
、
前
提
二
つ
の
う
ち
﹈
全
称
命
題
が
否
定
的
繋
辞
﹇
⋁
﹈

で
表
現
さ
れ
、
特
称
命
題
が
肯
定
的
繋
辞
﹇
⋁
﹈
で
表
現
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
せ
よ
。
も
し
も
、﹇
三
つ
の
命
題
の
う
ち
﹈
二
つ
が
﹇
⋁
を
使
用
し
た
﹈

全
称
で
あ
り
、
残
り
が
﹇
⋁
を
使
用
し
た
﹈
特
称
で
あ
る
と
き
、
そ
し
て
、
二
つ
の
全
称
命
題
で
共
有
さ
れ
て
い
る
﹇
一
般
名
詞
﹈
だ
け
が
異
な
る
記
号
に

な
っ
て
い
る
と
き
﹇
す
な
わ
ち
、
二
つ
の
全
称
命
題
で
共
有
さ
れ
て
い
る
一
般
名
詞
だ
け
が
一
方
で
は
棒
線
が
引
か
れ
、
他
方
で
は
棒
線
が
引
か
れ
て
い
な
い

と
き
﹈、
そ
し
て
、
そ
の
と
き
に
限
り
、
当
の
シ
ロ
ジ
ズ
ム
は
妥
当
で
あ
る）

40
（

」。

矛
盾
し
た
ア
ン
チ
ロ
ジ
ズ
ム
に
戻
し
て
言
う
と
、
こ
こ
で
は
次
の
二
つ
の
こ
と
が
言
わ
れ
て
い
る
。

（
ｉ
）　

図
式
（
カ
）
に
代
入
し
て
得
ら
れ
た
ア
ン
チ
ロ
ジ
ズ
ム
は
、
す
べ
て
矛
盾
し
て
い
る
。

（
ⅱ
）　

矛
盾
し
て
い
る
ア
ン
チ
ロ
ジ
ズ
ム
の
す
べ
て
は
、
図
式
（
カ
）
に
代
入
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
。

こ
れ
を
、
後
述
す
る
ス
ー
ザ
ン
・
ラ
シ
ノ
フ
に
倣
っ
て
、「
ク
リ
ス
テ
ィ
ー
ン
・
ラ
ッ
ド
＝
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
の
定
理
」
と
呼
ぶ
こ
と
に
し
よ
う
。
し
か
し
、
ラ
ッ
ド

＝
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
は
、
こ
の
定
理
が
正
し
い
こ
と
を
直
観
し
た
も
の
の
、
証
明
は
与
え
て
い
な
い
の
で
あ
る
。（
ｉ
）
は
自
明
で
あ
り
、
証
明
す
る
ま
で
も
な
い
と

ラ
ッ
ド
＝
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
は
考
え
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
実
際
、
オ
イ
ラ
ー
円
を
使
う
と
、（
ｉ
）
が
正
し
い
こ
と
は
以
下
の
よ
う
に
簡
単
に
説
明
で
き
る
。
今
、

適
当
な
一
般
名
詞
「
Ａ
」、「
Ｂ
」、「
Ｃ
」
を
選
ん
で
、
図
式
（
カ
）
の
「
Ｓ
」
に
「
Ａ
」、「
Ｐ
」
に
「
Ｂ
」、「
Ｍ
」
に
「
Ｃ
」（
し
た
が
っ
て
、「

  Ｍ＊

」
に
「
Ｃ
」）
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を
代
入
す
る
と
、
次
の
ア
ン
チ
ロ
ジ
ズ
ム
が
得
ら
れ
る
。

（
ケ
）　
｛
Ｂ
⋁
Ｃ
、
Ａ
⋁
Ｃ
、
Ａ
⋁
Ｂ
｝　

（
ケ
）
の
最
初
の
文
が
真
だ
と
し
よ
う
。
こ
れ
は
、
Ｂ
か
つ
Ｃ
と
い
う
複
合
性
質
を
持
つ
物
が
な
い
と
い
う
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
Ｂ
を
持
つ
物
と
Ｃ

を
持
つ
物
は
独
立
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
か
ら
、
オ
イ
ラ
ー
円
で
描
く
と
、
図
17
の
よ
う
に
描
け
る
。（
ケ
）
の
二
番
目
の
文
も
真
だ
と
し
よ
う
。
こ
れ
は
、
Ａ

か
つ
Ｃ
で
は
な
い
と
い
う
複
合
性
質
を
持
つ
物
が
な
い
と
い
う
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
Ａ
を
持
つ
物
は
す
べ
て
Ｃ
を
持
つ
と
い
う
こ
と
だ
か
ら
、
図
18

の
よ
う
に
描
け
る
。
こ
の
二
つ
を
合
わ
せ
る
と
、
図
19
に
な
る
。
こ
こ
で
、
Ａ
と
Ｂ
に
着
目
す
る
と
、
こ
の
二
つ
は
独
立
し
て
い
て
、
両
方
の
性
質
を
持
つ
物
が
あ

B　　　　　　　　　　　　　　C

図 17

図 18

　　　　　　　　　　　　　　C

Ａ
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三
二

ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
論
理
学
の
完
成
者
と
し
て
の
ク
リ
ス
テ
ィ
ー
ン
・
ラ
ッ
ド
＝
フ
ラ
ン
ク
リ
ン

り
え
な
い
こ
と
が
分
か
る
。
す
な
わ
ち
、
両
方
の
性
質
を
持
つ
物
が
存
在
す
る
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
（
ケ
）
の
最
後
の
文
は
、
必
ず
偽
に
な
る
。
よ
っ
て
、（
ケ
）

の
三
つ
の
文
が
主
張
し
て
い
る
こ
と
が
同
時
に
成
り
立
つ
こ
と
は
な
く
、
ア
ン
チ
ロ
ジ
ズ
ム
（
ケ
）
は
矛
盾
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
だ
が
、
こ
れ
で
は
図
式
（
カ
）

の
「
Ｓ
」、「
Ｐ
」、「
Ｍ
」
に
肯
定
項
で
は
な
く
否
定
項
が
代
入
さ
れ
た
と
き
が
考
慮
さ
れ
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
、
と
疑
問
が
生
じ
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、

そ
の
心
配
は
無
用
で
あ
り
、
こ
の
オ
イ
ラ
ー
円
に
よ
る
説
明
を
そ
の
ま
ま
行
え
ば
良
い
。
な
ぜ
な
ら
、
図
20
の
よ
う
に
、
Ａ
と
い
う
性
質
を
円
の
内
部
と
し
て
表
象

し
、
Ａ
で
は
な
い
と
い
う
性
質
を
円
の
外
部
と
し
て
表
象
す
る
こ
と
に
本
質
的
な
意
味
は
な
く
、
逆
に
し
て
、
図
21
の
よ
う
に
、
Ａ
で
は
な
い
と
い
う
性
質
を
円
の

内
部
と
し
て
表
象
し
、
Ａ
と
い
う
性
質
を
円
の
外
部
と
し
て
表
象
す
る
こ
と
も
、
問
題
な
く
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
円
の
外
部
は
無
限
に
広
が
る
の
で
は
な
く
、
四

角
で
表
象
さ
れ
た
談
話
宇
宙
に
よ
っ
て
限
界
づ
け
ら
れ
て
い
る
か
ら
、
こ
の
逆
転
は
可
能
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、（
ｉ
）
が
自
明
で
あ
る
こ
と
に
対
し
て
、（
ⅱ
）
は
自
明
と
は
言
え
ず
、そ
う
簡
単
に
納
得
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
そ
れ
に
も
関
わ
ら
ず
、
ラ
ッ

図 19

B　　　　　　　　　　　　　　C

Ａ

図 20

Ａ
で
は
な
い Ａ

図 21

Ａ
で
は
な
い

Ａ
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ド
＝
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
は
（
ⅱ
）
を
証
明
し
て
い
な
い
し
、
更
に
驚
く
べ
き
こ
と
に
、
二
十
世
紀
の
終
わ
り
ま
で
誰
も
彼
女
の
代
わ
り
に
証
明
し
よ
う
と
試
み
て
い
な

か
っ
た
よ
う
な
の
で
あ
る
。
こ
の
問
題
を
指
摘
し
た
の
が
ス
ー
ザ
ン
・
ラ
シ
ノ
フ
の
論
文
「
シ
ロ
ジ
ズ
ム
の
最
終
的
解
決）

41
（

」
で
あ
る
。
そ
し
て
、
彼
女
は
、
ラ
ッ
ド

＝
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
の
論
文
公
刊
か
ら
百
十
六
年
後
に
、
よ
う
や
く
（
ⅱ
）
の
厳
密
な
証
明
を
与
え
る
こ
と
に
成
功
し
た
の
で
あ
る）

42
（

。

六　

ラ
シ
ノ
フ
に
よ
る
ク
リ
ス
テ
ィ
ー
ン
・
ラ
ッ
ド
＝
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
の
定
理
の
証
明

　

こ
の
節
で
は
、
ラ
シ
ノ
フ
に
よ
る
ク
リ
ス
テ
ィ
ー
ン
・
ラ
ッ
ド
＝
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
の
定
理
の
証
明
を
分
か
り
や
す
く
変
更
し
て
、
紹
介
し
て
お
こ
う）

43
（

。

　

ラ
シ
ノ
フ
は
（
ⅱ
）
の
対
偶
で
あ
る
次
を
証
明
す
る
。

（
 ⅱ＊
）　

図
式
（
カ
）
の
代
入
例
に
な
っ
て
い
な
い
ア
ン
チ
ロ
ジ
ズ
ム
は
す
べ
て
無
矛
盾
で
あ
る
。

繋
辞
と
し
て
「
⋁
」
を
含
む
文
を
「
全
称
文
」、「
⋁
」
を
含
む
文
を
「
特
称
文
」
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。
そ
う
す
る
と
、
図
式
（
カ
）
の
代
入
例
に
な
っ
て
い
な
い

ア
ン
チ
ロ
ジ
ズ
ム
は
次
の
二
種
類
に
分
類
さ
れ
る
。

（
＃
）　

ち
ょ
う
ど
一
個
の
文
が
特
称
文
で
あ
る
。

（
％
）　

ち
ょ
う
ど
一
個
の
文
が
特
称
文
で
あ
る
、
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。

ま
ず
、（
％
）
の
ア
ン
チ
ロ
ジ
ズ
ム
が
無
矛
盾
で
あ
る
こ
と
を
示
し
、
そ
の
後
で
、（
＃
）
の
ア
ン
チ
ロ
ジ
ズ
ム
が
無
矛
盾
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。

　
（
％
）
の
ア
ン
チ
ロ
ジ
ズ
ム
は
次
の
三
種
類
に
分
類
さ
れ
る
。

（
％
1
）　

三
個
の
文
が
す
べ
て
全
称
文
で
あ
る
。
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三
四

ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
論
理
学
の
完
成
者
と
し
て
の
ク
リ
ス
テ
ィ
ー
ン
・
ラ
ッ
ド
＝
フ
ラ
ン
ク
リ
ン

（
％
2
）　

三
個
の
文
が
す
べ
て
特
称
文
で
あ
る
。

（
％
3
）　

二
個
の
文
が
特
称
文
で
、
一
個
の
文
が
全
称
文
で
あ
る
。

全
称
文
は
あ
る
複
合
性
質
を
持
つ
物
が
存
在
し
な
い
こ
と
を
主
張
し
、
特
称
文
は
あ
る
複
合
性
質
を
持
つ
物
が
存
在
す
る
こ
と
を
主
張
す
る
。
ど
の
よ
う
な
一
般
名

詞
が
使
わ
れ
て
い
よ
う
と
も
、
こ
れ
ら
の
文
は
す
べ
て
真
に
な
り
得
る
と
考
え
る
こ
と
に
す
る
。「
円
か
つ
三
角
形
と
い
う
複
合
性
質
を
持
つ
物
が
存
在
す
る
」
の

よ
う
な
文
は
真
に
は
な
り
得
な
い
が
、
そ
れ
は
論
理
以
外
の
理
由
（
こ
の
場
合
は
幾
何
学
的
理
由
）
で
真
に
な
り
得
な
く
な
っ
て
い
る
の
で
あ
り
、
今
は
論
理
的
矛

盾
・
無
矛
盾
を
考
え
て
い
る
の
で
、
除
外
し
て
考
え
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
ど
の
文
も
真
に
な
り
得
る
の
だ
が
、
そ
れ
は
文
を
単
独
で
考
え
た
場
合
の
こ
と

で
あ
り
、
複
数
の
文
を
考
え
る
と
、
そ
れ
ら
が
す
べ
て
真
に
な
る
こ
と
は
論
理
ゆ
え
に
不
可
能
に
な
る
、
つ
ま
り
矛
盾
す
る
こ
と
も
あ
る
。
今
の
場
合
で
は
、
同
じ

複
合
性
質
に
関
す
る
全
称
文
と
特
称
文
が
あ
れ
ば
、
そ
れ
ら
が
共
に
真
に
な
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
矛
盾
す
る
。
ど
ち
ら
か
一
方
が
真
な
ら
ば
、
他

方
は
必
ず
偽
に
な
る
。
し
か
し
、
こ
れ
以
外
の
仕
方
で
文
ど
う
し
が
論
理
的
に
矛
盾
す
る
こ
と
は
な
い
。
こ
の
こ
と
を
考
え
る
と
、（
％
1
）
と
（
％
2
）
が
無
矛

盾
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
全
称
文
の
み
、
あ
る
い
は
、
特
称
文
の
み
で
は
、
矛
盾
は
生
じ
え
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　
（
％
3
）
の
無
矛
盾
性
を
示
す
こ
と
は
、
こ
れ
よ
り
少
し
複
雑
で
あ
る
。
同
一
の
複
合
性
質
に
関
す
る
全
称
文
と
特
称
文
、
例
え
ば
、「
Ａ
⋁
Ｂ
」
と
「
Ａ
⋁
Ｂ
」

は
確
か
に
矛
盾
す
る
が
、
こ
う
し
た
ペ
ア
は
ア
ン
チ
ロ
ジ
ズ
ム
に
は
存
在
し
な
い
。
図
式
（
オ
）
で
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
ア
ン
チ
ロ
ジ
ズ
ム
内
の
任
意
の
二
つ

の
文
で
は
、
一
般
名
詞
は
一
個
し
か
共
有
さ
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
で
は
、
ア
ン
チ
ロ
ジ
ズ
ム
で
ど
の
よ
う
に
し
て
矛
盾
が
生
じ
る
の
だ
ろ
う
か
。
全
称
文
は
、
先

程
述
べ
た
よ
う
に
、
あ
る
複
合
性
質
を
持
つ
物
が
存
在
し
な
い
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
。
例
え
ば
、「
Ａ
⋁
Ｂ
」
は
、
図
22
の
ヴ
ェ
ン
図
で
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、

Ａ
か
つ
Ｂ
と
い
う
複
合
的
性
質
を
持
つ
物
が
存
在
し
な
い
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
。
し
か
し
、
第
三
の
性
質
を
考
慮
に
入
れ
る
と
、
図
23
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
事

情
は
も
う
少
し
複
雑
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、「
Ａ
⋁
Ｂ
」
は
、
複
合
性
質
Ａ
か
つ
Ｂ
か
つ
Ｃ
、
お
よ
び
、
複
合
性
質
Ａ
か
つ
Ｂ
か
つ
Ｃ
の
二
つ
の
複
合
性
質
の
ど
ち

ら
に
関
し
て
も
、
そ
れ
を
持
つ
物
が
存
在
し
な
い
と
い
う
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
の
で
あ
る
。「
Ａ
⋁
Ｂ
」
は
、
Ａ
か
つ
Ｂ
と
い
う
複
合
性
質
を
持
つ
物
が
単
に
存

在
す
る
と
い
う
こ
と
だ
け
し
か
主
張
し
て
い
な
い
の
だ
か
ら
、
そ
う
し
た
物
は
一
個
だ
け
し
か
存
在
し
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
つ
ま
り
、
図
24
の
よ
う
に
な
っ
て
い

る
と
は
限
ら
な
い
の
で
あ
る
。「
Ａ
⋁
Ｂ
」
が
主
張
し
て
い
る
の
は
、
実
際
は
、
複
合
性
質
Ａ
か
つ
Ｂ
か
つ
Ｃ
を
持
つ
物
が
存
在
す
る
、
な
い
し
、
複
合
性
質
Ａ
か
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つ
Ｂ
か
つ
Ｃ
を
持
つ
物
が
存
在
す
る
、
と
い
う
選
言
的
事
態
な
の
で
あ
る
（
こ
の
選
言
的
事
態
は
、
ヴ
ェ
ン
図
で
は
図
25
の
よ
う
に
表
す
の
だ
が
、
直
観
的
に
は
分

か
り
難
い
か
も
し
れ
な
い
）。
し
た
が
っ
て
、
特
称
文
と
矛
盾
す
る
た
め
に
は
、
特
称
文
が
問
題
に
し
て
い
る
二
個
の
複
合
性
質
の
両
方
に
関
し
て
、
そ
の
複
合
性

質
を
持
つ
物
は
存
在
し
な
い
と
い
う
こ
と
を
全
称
文
で
主
張
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
よ
っ
て
、
一
個
の
特
称
文
に
対
し
て
二
個
の
全
称
文
が
あ
っ
て
、
初
め
て
矛

盾
が
成
立
す
る
（「
Ａ
⋁
Ｂ
」
と
「
Ａ
⋁
Ｂ
」
と
い
う
よ
う
な
ペ
ア
は
ア
ン
チ
ロ
ジ
ズ
ム
に
は
存
在
し
な
か
っ
た
こ
と
に
注
意
）。
し
た
が
っ
て
、
ア
ン
チ
ロ
ジ
ズ
ム

に
二
個
の
特
称
文
が
含
ま
れ
て
い
る
と
、
全
称
文
は
一
個
し
か
存
在
で
き
な
い
か
ら
、
矛
盾
は
発
生
し
な
い
の
で
あ
る
。
こ
れ
で
、（
％
3
）
が
無
矛
盾
で
あ
る
こ

と
は
証
明
さ
れ
た
。

　

以
上
で
、（
％
）
の
ア
ン
チ
ロ
ジ
ズ
ム
は
無
矛
盾
で
あ
る
こ
と
が
証
明
さ
れ
た
。
次
に
示
す
べ
き
こ
と
は
、（
＃
）
の
ア
ン
チ
ロ
ジ
ズ
ム
の
無
矛
盾
性
で
あ
る
。
た

だ
し
、
今
は
大
前
提
と
し
て
、
図
式
（
カ
）
の
代
入
例
に
な
っ
て
い
な
い
ア
ン
チ
ロ
ジ
ズ
ム
の
こ
と
を
考
え
て
い
た
こ
と
を
思
い
出
し
て
欲
し
い
。
し
た
が
っ
て
、

Ａ Ｂ

図 22

Ａ Ｂ

Ｃ

図 23

Ａ Ｂ

Ｃ

×

×

図 24
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（
＃
）
は
次
の
二
種
類
に
分
類
さ
れ
る
。

（
＃
1
）　

特
称
文
と
全
称
文
で
共
有
さ
れ
て
い
る
一
般
名
詞
が
、
一
方
で
は
肯
定
項
、
他
方
で
は
否
定
項
に
な
っ
て
い
る
。

（
＃
2
）　

特
称
文
と
全
称
文
で
共
有
さ
れ
て
い
る
一
般
名
詞
が
、
一
方
で
は
肯
定
項
、
他
方
で
は
否
定
項
に
な
っ
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
は
な
い
。

ま
ず
、（
＃
1
）
が
無
矛
盾
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。
一
方
で
は
肯
定
項
、
他
方
で
は
否
定
項
と
い
う
形
で
共
有
さ
れ
て
い
る
一
般
名
詞
を
Ｘ
と
す
る
。
図
26
を
見
て

欲
し
い
。
Ｘ
を
共
有
し
て
い
る
二
つ
の
文
の
一
方
は
、
こ
の
円
の
内
部
の
複
合
性
質
に
関
し
て
、
そ
の
性
質
を
持
つ
物
が
存
在
す
る
と
か
し
な
い
と
か
を
主
張
し
て

お
り
、
他
方
の
文
は
、
こ
の
円
の
外
部
の
複
合
性
質
に
関
し
て
、
そ
の
性
質
を
持
つ
物
が
存
在
す
る
と
か
し
な
い
と
か
を
主
張
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
二

Ａ Ｂ

Ｃ

×

×

図 25

Ｘ

図 26
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つ
の
文
が
対
立
す
る
こ
と
は
あ
り
え
な
い（
正
確
に
は
、全
称
文
は
特
称
文
の
選
言
肢
の
ど
ち
ら
と
も
矛
盾
し
な
い
）。
残
っ
て
い
る
も
う
一
つ
の
全
称
文
だ
け
で
は
、

既
に
説
明
し
た
よ
う
に
、
特
称
文
と
矛
盾
を
き
た
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
た
が
っ
て
、（
＃
1
）
の
ア
ン
チ
ロ
ジ
ズ
ム
は
無
矛
盾
で
あ
る
。

　

残
っ
た
の
は
、（
＃
2
）
の
ア
ン
チ
ロ
ジ
ズ
ム
だ
け
で
あ
る
。
こ
れ
も
図
式
（
カ
）
の
代
入
例
に
な
っ
て
い
な
い
の
だ
か
ら
、
正
確
に
は
次
の
種
類
の
も
の
に
分

類
さ
れ
る
。

（
＃ 

2＊
）　 

特
称
文
と
全
称
文
で
共
有
さ
れ
て
い
る
一
般
名
詞
が
、
一
方
で
は
肯
定
項
、
他
方
で
は
否
定
項
に
な
っ
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
は
な
い
。
か
つ
、

二
個
の
全
称
文
で
共
有
さ
れ
て
い
る
一
般
名
詞
は
、
両
方
と
も
肯
定
項
で
あ
る
か
、
両
方
と
も
否
定
項
で
あ
る
。

特
称
文
は
二
個
の
性
質
か
ら
複
合
さ
れ
る
四
個
の
複
合
性
質
の
ど
れ
か
一
個
に
関
し
て
、
そ
れ
を
持
つ
物
が
存
在
す
る
と
い
う
こ
と
を
主
張
す
る
。
そ
の
複
合
性
質

を
Ｘ
Ｙ
と
す
る
と
、
図
27
の
よ
う
に
な
る
。
し
か
し
、
第
三
の
性
質
を
考
慮
に
入
れ
る
と
、
特
称
文
は
選
言
的
主
張
を
行
っ
て
い
る
と
み
な
さ
れ
る
の
だ
っ
た
。
す

な
わ
ち
、
第
三
の
性
質
と
し
て
Ｚ
を
考
え
る
と
、
複
合
的
性
質
Ｘ
Ｙ
か
つ
Ｚ
を
持
つ
物
が
存
在
す
る
、
あ
る
い
は
、
複
合
的
性
質
Ｘ
Ｙ
か
つ
非
Ｚ
を
持
つ
物
が
存
在

す
る
、
と
い
う
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
の
で
あ
る
（
図
28
）。
さ
て
、
性
質
Ｚ
が
二
個
の
全
称
文
で
共
有
さ
れ
て
い
る
一
般
名
詞
が
表
す
性
質
だ
と
し
よ
う
。
両
方

と
も
肯
定
項
だ
と
す
る
と
、
二
つ
の
全
称
文
は
共
に
Ｚ
の
円
の
内
部
に
位
置
す
る
複
合
性
質
の
ど
れ
か
に
関
し
て
、
そ
れ
を
持
つ
物
が
存
在
し
な
い
と
い
う
こ
と
を

語
っ
て
お
り
、
Ｚ
の
円
の
外
部
の
複
合
性
質
に
関
し
て
は
何
も
主
張
し
て
い
な
い
。
両
方
と
も
否
定
項
な
ら
、
二
つ
の
全
称
文
は
共
に
Ｚ
の
円
の
外
部
に
関
し
て
主

張
し
て
お
り
、
内
部
に
関
し
て
は
何
も
主
張
し
て
い
な
い
。
よ
っ
て
、
Ｚ
の
内
部
に
位
置
す
る
複
合
性
質
を
持
つ
物
が
存
在
す
る
か
、
外
部
に
位
置
す
る
複
合
性
質

を
持
つ
物
が
存
在
す
る
、
と
い
う
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
特
称
文
は
、
こ
れ
ら
二
つ
の
全
称
文
と
は
矛
盾
し
得
な
い
の
で
あ
る
。
よ
っ
て
、（
＃ 

2＊
）
の
ア
ン
チ
ロ

ジ
ズ
ム
が
無
矛
盾
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
た
。

　

以
上
に
よ
り
、
図
式
（
カ
）
の
代
入
例
に
な
っ
て
い
な
い
ア
ン
チ
ロ
ジ
ズ
ム
は
す
べ
て
無
矛
盾
で
あ
る
こ
と
が
証
明
さ
れ
た
。
対
偶
を
取
る
と
、
矛
盾
し
て
い
る

ア
ン
チ
ロ
ジ
ズ
ム
の
す
べ
て
は
、
図
式
（
カ
）
に
代
入
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
、
と
い
う
こ
と
が
証
明
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、（
ⅱ
）
が
証
明
さ
れ
た
。

140



三
八

ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
論
理
学
の
完
成
者
と
し
て
の
ク
リ
ス
テ
ィ
ー
ン
・
ラ
ッ
ド
＝
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七　

お
わ
り
に

　

ラ
ッ
ド
＝
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
は
、
す
べ
て
の
矛
盾
し
た
ア
ン
チ
ロ
ジ
ズ
ム
を
一
個
の
図
式
で
表
し
た
。
彼
女
は
こ
の
こ
と
を
、
す
べ
て
の
妥
当
な
シ
ロ
ジ
ズ
ム
が
一

つ
の
図
式
に
「
還
元
」
さ
れ
る
、
と
も
述
べ
て
い
る）

44
（

。
他
方
、
ラ
ッ
ド
＝
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
以
前
の
旧
来
の
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
論
理
学
は
、
す
べ
て
の
妥
当
な
シ
ロ
ジ

ズ
ム
を
一
五
個
の
図
式
で
表
し
、
そ
の
上
で
、
バ
ー
バ
ラ
以
外
の
シ
ロ
ジ
ズ
ム
を
す
べ
て
バ
ー
バ
ラ
に
「
還
元
」
し
て
い
る
。
同
じ
「
還
元
」
と
い
う
言
葉）

45
（

が
使
わ

れ
て
い
る
の
で
、
次
の
よ
う
な
疑
問
が
生
じ
る
か
も
し
れ
な
い
。
す
な
わ
ち
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
論
理
学
も
最
終
的
に
す
べ
て
の
妥
当
な
シ
ロ
ジ
ズ
ム
を
一
つ
の
も

の
に
還
元
し
て
い
る
の
だ
か
ら
、
ラ
ッ
ド
＝
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
は
別
に
何
も
新
し
い
こ
と
は
成
し
遂
げ
て
い
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
、
と
い
う
疑
問
で
あ
る
。
こ

の
疑
問
に
対
し
て
は
、
あ
た
り
ま
え
の
こ
と
だ
が
、
両
者
の
「
還
元
」
の
意
味
は
違
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
注
意
を
促
す
し
か
な
い
。
ラ
ッ
ド
＝
フ
ラ
ン
ク
リ
ン

Ｘ
Ｙ

×

Ｚ

× ×

Ｘ
Ｙ

図 27

図 28
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は
「
還
元
」
と
言
う
が
、
彼
女
が
行
っ
た
こ
と
は
、
一
つ
の
図
式
を
母
体
と
し
て
、
そ
こ
か
ら
す
べ
て
の
妥
当
な
シ
ロ
ジ
ズ
ム
を
、
言
わ
ば
、
自
動
的
機
械
的
に
発

出
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
論
理
学
の
「
還
元
」
で
は
、
バ
ー
バ
ラ
、
お
よ
び
、
他
の
い
く
つ
か
の
推
論
規
則
を
用
い
て
、
バ
ー

バ
ラ
以
外
の
シ
ロ
ジ
ズ
ム
が
妥
当
で
あ
る
こ
と
を
論
理
的
に
証
明
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
に
も
意
義
は
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
バ
ー
バ
ラ
以
外
の
シ
ロ
ジ
ズ
ム
は
予
め

与
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
バ
ー
バ
ラ
等
か
ら
そ
れ
ら
の
シ
ロ
ジ
ズ
ム
を
自
動
的
機
械
的
に
発
出
さ
せ
て
い
る
の
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
こ
の
証

明
過
程
を
後
か
ら
シ
ロ
ジ
ズ
ム
の
発
生
原
理
と
捉
え
返
す
こ
と
は
で
き
る
。
し
か
し
そ
う
す
る
と
、
バ
ー
バ
ラ
以
外
の
一
四
個
の
シ
ロ
ジ
ズ
ム
の
証
明
過
程
は
一
四

個
あ
る
の
だ
か
ら
、
一
個
に
還
元
し
た
と
は
言
え
な
い
。
し
か
も
、
そ
れ
な
ら
ば
、
証
明
過
程
で
は
な
く
、
シ
ロ
ジ
ズ
ム
の
図
式
そ
の
も
の
を
す
べ
て
の
妥
当
な
シ

ロ
ジ
ズ
ム
の
母
体
と
し
た
方
が
簡
単
で
あ
る
。
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
論
理
学
で
は
、
す
べ
て
の
妥
当
な
シ
ロ
ジ
ズ
ム
を
自
動
的
機
械
的
に
発
出
さ
せ
る
の
は
、
結
局
、

一
五
個
の
図
式
な
の
で
あ
る
。
ラ
ッ
ド
＝
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
は
、
こ
の
、
す
べ
て
の
妥
当
な
シ
ロ
ジ
ズ
ム
を
自
動
的
機
械
的
に
発
出
さ
せ
る
母
体
を
、
一
五
個
か
ら
一

個
の
図
式
に
減
ら
す
こ
と
に
成
功
し
た
の
で
あ
り
、
や
は
り
こ
れ
は
、
旧
来
の
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
論
理
学
が
成
し
遂
げ
得
な
か
っ
た
、
画
期
的
な
業
績
な
の
で
あ
る
。

し
か
も
、「
シ
ロ
ジ
ズ
ム
を
一
個
よ
り
も
少
な
い
図
式
に
圧
縮
す
る
こ
と
は
間
違
い
な
く
不
可
能）

46
（

」
だ
か
ら
、
こ
れ
以
上
の
進
歩
は
論
理
的
に
あ
り
え
な
い
。
よ
っ

て
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
論
理
学
の
「
最
後
を
飾
る
仕
事
」
な
の
で
あ
る）

47
（

。

　

最
後
に
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
論
理
学
を
完
成
さ
せ
た
ラ
ッ
ド
＝
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
の
仕
事
に
現
れ
た
ア
ン
チ
ロ
ジ
ズ
ム
の
持
つ
も
う
一
つ
の
意
義
に
つ
い
て
触
れ
て

お
き
た
い
。
ア
ン
チ
ロ
ジ
ズ
ム
は
シ
ロ
ジ
ズ
ム
を
単
一
図
式
に
還
元
す
る
た
め
に
導
入
さ
れ
た
テ
ク
ニ
カ
ル
な
論
理
的
道
具
に
過
ぎ
な
い
と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
な

い
。
し
か
し
、
そ
の
後
の
ラ
ッ
ド
＝
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
が
強
調
し
て
い
る
よ
う
に
、
そ
し
て
、
ラ
シ
ノ
フ
な
ど
彼
女
の
研
究
者
も
注
目
し
て
い
る
よ
う
に
、
ア
ン
チ
ロ

ジ
ズ
ム
は
シ
ロ
ジ
ズ
ム
よ
り
も
自
然
な
論
証
な
の
で
あ
る
。
彼
女
は
、
論
証
の
一
つ
の
種
類
と
し
て
、
推
論
な
い
し
帰
結
関
係
と
い
う
も
の
を
認
め
る
。
こ
れ
は
、

複
数
の
文
が
「
一
つ
の
は
っ
き
り
と
し
た
方
向
を
持
っ
て
進
行
し
て
い
く）

48
（

」、「
前
進
的
論
証）

49
（

」
で
あ
る
。
典
型
的
な
推
論
が
シ
ロ
ジ
ズ
ム
（
三
段
論
法
）
で
あ
り
、

こ
れ
は
二
つ
の
前
提
か
ら
結
論
に
向
か
っ
て
進
行
し
て
い
く
論
証
で
あ
る
（
た
だ
し
、
二
つ
の
前
提
の
間
に
は
方
向
性
は
な
い
）。
そ
し
て
、
推
論
は
、
シ
ロ
ジ
ズ

ム
を
例
に
取
る
と
、
二
つ
の
前
提
が
真
な
ら
ば
結
論
も
必
ず
真
に
な
る
こ
と
が
、
推
論
を
行
う
も
の
に
よ
っ
て
期
待
さ
れ
て
い
る
。
期
待
通
り
な
ら
ば
、「
妥
当
な

推
論
」
と
呼
ば
れ
、
期
待
に
反
し
て
い
れ
ば
、「
非
妥
当
な
推
論
」
と
呼
ば
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
論
証
に
は
別
の
種
類
の
も
の
が
あ
り
、
そ
れ
を
ラ
ッ
ド
＝
フ

ラ
ン
ク
リ
ン
は
「
矛
盾
に
よ
る
論
証）

50
（

」
と
呼
ぶ
。
こ
れ
は
推
論
と
同
じ
く
複
数
の
文
が
集
ま
っ
た
も
の
だ
が
、
推
論
と
は
違
い
、
文
の
間
に
方
向
は
定
ま
っ
て
お
ら
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四
〇

ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
論
理
学
の
完
成
者
と
し
て
の
ク
リ
ス
テ
ィ
ー
ン
・
ラ
ッ
ド
＝
フ
ラ
ン
ク
リ
ン

ず
、
よ
っ
て
、
順
に
進
行
し
て
い
く
よ
う
な
も
の
で
は
な
い
。
矛
盾
に
よ
る
論
証
を
行
う
人
は
、
そ
れ
ら
の
文
の
す
べ
て
が
真
に
な
り
得
な
い
こ
と
、
す
な
わ
ち
、

矛
盾
し
て
い
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。
典
型
的
な
矛
盾
に
よ
る
論
証
が
、
三
個
の
文
か
ら
な
る
ア
ン
チ
ロ
ジ
ズ
ム
（
三
段
論
駁
）
で
あ
る
。「
論
証
」
と
い
う
言

葉
で
普
通
に
思
い
浮
か
べ
る
の
は
前
者
の
推
論
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
、
こ
の
論
文
で
も
、「
論
証
」
と
「
推
論
」
は
同
義
と
し
て
使
っ
て
き
た
。
し
か
し
、
こ
こ
で

両
者
を
は
っ
き
り
区
別
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。「
論
証
」
は
英
語
の
「
ア
ー
ギ
ュ
メ
ン
ト
」
の
訳
語
と
し
て
使
っ
て
き
た
の
だ
が
、
実
際
、「
ア
ー
ギ
ュ
メ
ン
ト
」
は
、

何
か
を
め
ぐ
っ
て
言
い
争
っ
た
り
す
る
こ
と
も
含
ん
で
い
る
。
そ
う
し
た
口
げ
ん
か
の
よ
う
な
も
の
も
含
む
、
何
か
を
言
い
立
て
る
た
め
に
発
せ
ら
れ
る
文
の
集
ま

り
一
般
の
こ
と
を
、
こ
れ
か
ら
は
「
論
証
」
と
呼
ぶ
こ
と
に
し
た
い
。
ラ
ッ
ド
＝
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
が
主
張
し
て
い
る
の
は
、
こ
の
よ
う
な
意
味
で
の
論
証
で
は
、「
し

か
じ
か
で
あ
る
、
ゆ
え
に
、
か
く
か
く
で
あ
る
」
と
い
う
形
で
理
路
整
然
と
し
た
推
論
（
シ
ロ
ジ
ズ
ム
な
ど
）
が
行
わ
れ
る
こ
と
も
、
も
ち
ろ
ん
あ
る
が
、
そ
う
で

は
な
い
、
矛
盾
に
よ
る
論
証
（
ア
ン
チ
ロ
ジ
ズ
ム
）
が
行
わ
れ
る
こ
と
も
よ
く
あ
り
、
む
し
ろ
そ
ち
ら
の
方
が
論
証
に
お
い
て
は
推
論
よ
り
も
自
然
で
原
初
的
な
も

の
で
あ
り
、
本
能
的
に
な
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
彼
女
は
そ
の
こ
と
を
実
体
験
に
基
づ
い
て
主
張
し
て
い
る
。
彼
女
が
経
験
し
た
の
は
、
夕

食
の
と
き
に
フ
ォ
ー
ク
で
ス
ー
プ
を
飲
む
と
い
う
面
白
い
実
験
を
し
て
い
た
エ
ミ
リ
ー
と
い
う
四
歳
の
少
女
と
、
そ
の
母
親
と
の
間
で
な
さ
れ
た
、
以
下
の
よ
う
な

ア
ン
チ
ロ
ジ
ズ
ム
に
よ
る
論
証
（
口
げ
ん
か
）
で
あ
る）

51
（

。

母
親
：
誰
も
フ
ォ
ー
ク
で
ス
ー
プ
を
飲
ん
だ
り
し
ま
せ
ん
、
エ
ミ
リ
ー
。

エ
ミ
リ
ー
：
で
も
、
私
は
飲
ん
で
る
し
、
私
は
誰
か
で
す
。

人
間
で
あ
る
と
い
う
性
質
を
「
Ｄ
」、
フ
ォ
ー
ク
で
ス
ー
プ
を
飲
む
と
い
う
性
質
を
「
Ｅ
」、
私
（
す
な
わ
ち
、
エ
ミ
リ
ー
）
で
あ
る
と
い
う
性
質
を
「
Ｆ
」
と
表
す

こ
と
に
す
る
と
、
こ
こ
に
現
れ
て
い
る
三
つ
の
文
の
集
合
は
次
の
よ
う
な
ア
ン
チ
ロ
ジ
ズ
ム
と
し
て
書
け
る
。

｛
Ｄ
⋁
Ｅ
、
Ｆ
⋁
Ｅ
、
Ｆ
⋁
Ｄ
｝
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四
一

驚
く
べ
き
こ
と
に
、
こ
れ
は
図
式
（
カ
）
の
代
入
例
に
な
っ
て
お
り
、
し
た
が
っ
て
、
矛
盾
し
た
ア
ン
チ
ロ
ジ
ズ
ム
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
す
べ
て
の
文
が
真
に
な

る
こ
と
は
あ
り
え
ず
、
ど
れ
か
二
つ
の
文
が
真
で
あ
れ
ば
、
残
り
の
文
は
必
ず
偽
に
な
る
の
で
あ
る
。
エ
ミ
リ
ー
は
、
こ
の
矛
盾
し
た
ア
ン
チ
ロ
ジ
ズ
ム
を
提
示
し

て
い
る
の
だ
が
、
ア
ン
チ
ロ
ジ
ズ
ム
だ
け
で
は
、
実
際
に
ど
の
文
が
偽
な
の
か
分
か
ら
な
い
（
偽
な
る
文
の
否
定
が
こ
の
論
証
で
主
張
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ

る
）。
し
か
し
、
エ
ミ
リ
ー
は
、
二
つ
の
文
「
Ｆ
⋁
Ｅ
（
エ
ミ
リ
ー
は
フ
ォ
ー
ク
で
ス
ー
プ
を
飲
ん
で
い
る
）」
と
「
Ｆ
⋁
Ｄ
（
エ
ミ
リ
ー
は
誰
か
で
あ
る
）」
を
「
で

も
」
と
い
う
語
の
後
に
続
け
る
こ
と
で
、
こ
れ
ら
二
つ
の
文
が
真
で
あ
る
こ
と
を
際
立
た
せ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、
残
り
の
文
「
Ｄ
⋁
Ｅ
（
誰
も
フ
ォ
ー
ク
で
ス
ー
プ

を
飲
ん
だ
り
し
な
い
）」
が
偽
で
あ
る
こ
と
を
（
す
な
わ
ち
、
こ
の
文
の
否
定
が
真
で
あ
る
こ
と
を
）
認
め
る
よ
う
に
、
母
親
に
迫
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、

エ
ミ
リ
ー
が
論
理
の
天
才
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
そ
う
で
は
な
く
、
こ
れ
は
、
矛
盾
に
よ
る
論
証
の
方
法
は
、
普
通
の
幼
児
で
も
自
然
に
扱
え

る
ほ
ど
、
本
能
的
に
身
に
つ
い
て
い
る
テ
ク
ニ
ッ
ク
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
る
、
と
ラ
ッ
ド
＝
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
は
考
え
る
の
で
あ
る
。
彼
女
が
言
う
と

こ
ろ
で
は
、
相
手
を
論
駁
す
る
こ
の
ア
ン
チ
ロ
ジ
ズ
ム
の
論
証
方
法
は
「
人
間
の
発
達
過
程
に
お
い
て
、
結
論
を
引
き
出
す
論
証
﹇
す
な
わ
ち
、
推
論
﹈
よ
り
も
早

い
段
階
で
生
じ
る
こ
と
は
疑
い
よ
う
が
な
い）

52
（

」。
ラ
ッ
ド
＝
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
の
こ
の
洞
察
が
正
し
け
れ
ば
、
例
え
ば
、「
論
理
的
で
は
な
い
」
と
言
わ
れ
る
人
、
特
に
、

教
育
中
の
子
供
も
、
推
論
の
段
階
に
達
し
て
い
な
い
だ
け
で
、
矛
盾
し
た
ア
ン
チ
ロ
ジ
ズ
ム
に
よ
る
論
証
は
比
較
的
自
由
に
行
う
こ
と
が
で
き
、
実
は
き
わ
め
て

「
論
理
的
」
と
見
な
せ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
可
能
性
の
検
討
は
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
論
理
学
を
完
成
さ
せ
た
ラ
ッ
ド
＝
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
が
我
々
に
残
し
た
、

今
後
の
研
究
課
題
で
あ
る
。

註（
1
） Frege 1879.

（
2
） W

hitehead and R
ussell 1910.

（
3
） 

彼
女
の
生
ま
れ
た
と
き
の
名
前
は
「C

hristine Ladd

」
で
、本
文
で
言
及
さ
れ
て
い
る
論
文
も
こ
の
名
義
で
書
か
れ
て
い
る
。
彼
女
は
こ
の
論
文
の
執
筆
直
後
の
一
八
八
二
年
に
、

ジ
ョ
ン
ズ
・
ホ
プ
キ
ン
ズ
大
学
の
教
員
の
フ
ァ
ビ
ア
ン
・
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
（Fabian Franklin
）
と
結
婚
す
る
（
執
筆
時
期
に
つ
い
て
は
次
註
参
照
）。
そ
の
た
め
、
こ
の
論
文
が

収
録
さ
れ
て
い
る
論
文
集
（
出
版
は
一
八
八
三
年
）
の
編
者
で
あ
る
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
サ
ン
ダ
ー
ス
・
パ
ー
ス
は
、
序
文
で
、
彼
女
の
こ
と
を
「
ラ
ッ
ド
嬢
（
現
在
は
、
フ
ァ
ビ
ア

ン
・
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
夫
人
）（M

iss Ladd (now
 M

rs. Fabian Franklin)

）」
と
紹
介
し
て
い
る
（Peirce 1883, p. iii

）。
そ
の
後
、
彼
女
は
、
自
身
の
姓
の
「Ladd

」
と
夫
の

姓
の
「Franklin

」
か
ら
「Ladd-Franklin

」
と
い
う
複
合
姓
を
作
っ
て
、「C

hristine Ladd-Franklin

」
を
自
分
の
名
前
と
し
て
使
う
よ
う
に
な
っ
た
（「Ladd

」
は
ミ
ド
ル
・
ネ
ー
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四
二

ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
論
理
学
の
完
成
者
と
し
て
の
ク
リ
ス
テ
ィ
ー
ン
・
ラ
ッ
ド
＝
フ
ラ
ン
ク
リ
ン

ム
で
は
な
い
こ
と
に
注
意
）。
本
論
文
で
は
、
時
期
に
関
わ
ら
ず
、
彼
女
の
名
前
と
し
て
は
「
ク
リ
ス
テ
ィ
ー
ン
・
ラ
ッ
ド
＝
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
」
を
使
う
（「
ク
リ
ス
テ
ィ
ー
ン
」

は
以
後
、
省
略
す
る
）。

（
4
） Ladd 1883.  

こ
の
論
文
の
骨
子
は
一
八
八
一
年
一
月
に
ジ
ョ
ン
ズ
・
ホ
プ
キ
ン
ズ
大
学
形
而
上
学
ク
ラ
ブ
の
会
合
で
読
み
上
げ
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
（Ladd 1883, p. 

17
）。
な
お
、
こ
の
論
文
が
収
録
さ
れ
て
い
る
論
文
集
『
論
理
学
研
究
、
ジ
ョ
ン
ズ
・
ホ
プ
キ
ン
ズ
大
学
の
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
（Studies in Logic, by M

em
bers of the Johns 

H
opkins U

niversity

）』
に
は
編
集
者
名
が
明
記
さ
れ
て
い
な
い
（
も
し
か
し
た
ら
「by

」
以
下
は
題
名
で
は
な
く
著
者
名
の
つ
も
り
で
書
か
れ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
）。
し

か
し
、
著
作
権
が
パ
ー
ス
に
属
す
る
こ
と
は
明
記
さ
れ
、
し
か
も
、
パ
ー
ス
が
序
文
を
書
い
て
い
て
、
そ
の
中
に
「
私
の
教
え
子
た
ち
の
著
作
で
あ
る
こ
れ
ら
の
論
文
は
、
私
に

と
っ
て
非
常
に
教
え
て
く
れ
る
も
の
が
あ
っ
た
た
め
、
教
え
子
た
ち
に
、
一
巻
本
で
出
版
す
る
許
可
を
求
め
、
許
し
を
得
た
」（Peirce 1883, p. iii

）
と
あ
る
の
で
、
事
実
上
、
パ
ー

ス
が
編
集
し
た
も
の
で
あ
る
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
た
め
、
文
献
表
で
は
そ
の
よ
う
に
扱
っ
た
。

（
5
） 

ラ
ッ
ド
＝
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
は
、
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
マ
ー
ク
・
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
が
編
集
し
た
三
巻
四
冊
か
ら
な
る
『
哲
学
・
心
理
学
辞
典
』（B

aldw
in 1901-5

）
に
、
論
理
学
と
心

理
学
担
当
の
副
編
集
者
と
し
て
迎
え
ら
れ
、
多
く
の
項
目
の
執
筆
も
任
さ
れ
た
（
彼
女
の
心
理
学
者
と
し
て
の
業
績
に
つ
い
て
は
本
文
で
後
に
述
べ
る
）。
こ
の
仕
事
は
、
最
初
、

パ
ー
ス
に
依
頼
さ
れ
た
の
だ
が
、
パ
ー
ス
は
こ
の
仕
事
を
自
分
ひ
と
り
で
行
う
の
は
無
理
だ
と
気
付
き
、
ジ
ョ
ン
ズ
・
ホ
プ
キ
ン
ズ
大
学
の
教
え
子
だ
っ
た
ラ
ッ
ド
＝
フ
ラ
ン
ク

リ
ン
に
協
力
を
求
め
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
（B

rent 1993, pp. 273-5

参
照
）。

（
6
） Shen 1927, p. 60.  

「
最
後
を
飾
る
仕
事
」
の
原
語
は
「crow

ning activity

」。
ロ
イ
ス
は
ラ
ッ
ド
＝
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
よ
り
八
歳
下
だ
が
、
ジ
ョ
ン
ズ
・
ホ
プ
キ
ン
ズ
大
学
の
先
輩

で
、
彼
女
の
論
文
が
公
刊
さ
れ
た
と
き
に
は
、
既
に
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
の
教
職
に
つ
い
て
い
た
。
な
お
、
女
性
で
あ
る
こ
と
は
（
ま
た
ア
メ
リ
カ
人
で
あ
る
こ
と
も
）
論
理
学
の

研
究
と
は
関
係
な
い
の
で
、
こ
の
発
言
は
適
切
な
も
の
と
は
言
え
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
当
時
の
ア
メ
リ
カ
社
会
で
女
性
が
論
理
学
の
研
究
者
に
な
る
こ
と
が
困
難
で

あ
っ
た
こ
と
は
事
実
で
あ
り
、
実
際
、
本
文
で
も
簡
単
に
触
れ
る
が
、
ラ
ッ
ド
＝
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
の
一
生
は
女
性
差
別
と
の
戦
い
の
連
続
だ
っ
た
と
も
言
え
る
。
ロ
イ
ス
の
発
言

は
そ
う
し
た
個
人
的
具
体
的
事
実
を
踏
ま
え
て
の
も
の
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

（
7
） 

ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
の
経
済
学
者
ジ
ョ
ン
・
ネ
ヴ
ィ
ル
・
ケ
イ
ン
ズ
（
ジ
ョ
ン
・
メ
イ
ナ
ー
ド
・
ケ
イ
ン
ズ
の
父
親
）
が
書
い
た
、
旧
体
制
に
基
づ
く
論
理
学
の
教
科
書
『
形
式

論
理
の
学
習
と
練
習
問
題
』
は
、
一
九
〇
六
年
の
第
四
版
で
、
ラ
ッ
ド
＝
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
の
「
最
後
を
飾
る
仕
事
」
の
内
容
を
簡
潔
に
紹
介
し
て
い
る
（K

eynes 1906, pp. 332-
3

）。
革
命
が
終
わ
っ
た
後
に
書
か
れ
た
論
理
学
の
教
科
書
で
も
、
し
ば
ら
く
の
間
は
、
旧
体
制
の
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
論
理
学
に
あ
る
程
度
は
ペ
ー
ジ
を
割
く
こ
と
が
多
く
、
ラ
ッ
ド

＝
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
の
仕
事
へ
の
言
及
も
見
ら
れ
た
。
例
え
ば
、
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
で
ロ
イ
ス
の
指
導
を
受
け
た
ク
ラ
レ
ン
ス
・
ア
ー
ヴ
ィ
ン
グ
・
ル
イ
ス
が
一
九
一
八
年
に
出
版

し
た
『
記
号
論
理
学
概
観
』
は
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
論
理
学
の
記
述
が
多
く
、
ラ
ッ
ド
＝
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
の
仕
事
も
詳
し
く
紹
介
し
て
い
る
（Lew

is 1918, pp. 108-10

）。
日
本

で
は
、
東
京
高
等
師
範
学
校
の
講
師
だ
っ
た
大
關
將
一
が
一
九
三
一
年
に
出
版
し
た
『
現
象
學
槪
說　

附　

精
密
論
理
學
瞥
見
』
が
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
論
理
学
に
多
く
の
ペ
ー

ジ
を
割
い
て
お
り
、
そ
の
中
で
「
ラ
ド
嬢
﹇
の
﹈
巧
み
な
方
法
」（
大
關
（
一
九
三
一
）、
二
六
六
頁
）
を
詳
細
に
解
説
し
て
い
る
。
ま
た
、
京
都
大
学
の
上
田
泰
治
が
著
し
た
『
論

理
学
』
は
、
一
九
六
七
年
の
改
訂
新
版
に
お
い
て
も
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
論
理
学
を
非
常
に
詳
し
く
解
説
し
て
お
り
、
そ
の
中
で
補
説
の
一
つ
を
ラ
ッ
ド
＝
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
の
説
明

に
充
て
て
い
る
（
上
田
（
一
九
六
七
）、
二
七
九
―
八
一
頁
）。
こ
の
本
は
一
九
八
〇
年
代
初
め
ま
で
、
京
都
大
学
の
全
学
向
け
の
一
般
教
養
の
論
理
学
の
授
業
の
教
科
書
と
し
て

使
用
さ
れ
て
い
た
の
で
、
多
く
の
学
生
に
ラ
ッ
ド
＝
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
の
名
前
を
記
憶
さ
せ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
二
十
一
世
紀
の
現
在
、
書
店
で
簡
単
に
入

手
で
き
る
よ
う
な
論
理
学
の
本
で
は
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
論
理
学
が
言
及
さ
れ
る
こ
と
も
少
な
く
な
り
、
ラ
ッ
ド
＝
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
が
紹
介
さ
れ
る
こ
と
は
皆
無
と
言
っ
て
良
い

だ
ろ
う
。

（
8
） 

以
下
に
述
べ
る
伝
記
的
事
実
は
、
基
本
的
に
、C

adw
allader and C

adw
allader 1990, G

reen 1987, G
reen and LaD

uke 2009, H
aw

kins 1960, Jacob 1976, Scarborough 
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哲
学
・
思
想
論
集
第
四
十
八
号

四
三

and Furum
oto 1987

で
述
べ
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
も
と
に
し
て
、
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、Lee and W

iley 1928

に
収
録
さ
れ
て
い
る
項
目
「LA

D
D

-FR
A

N
K

LIN
, 

C
H

R
IST

IN
E

」（pp. 135-41

）
も
参
照
し
た
。
こ
れ
は
執
筆
者
が
明
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
ラ
ッ
ド
＝
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
自
身
が
準
備
し
た
原
稿
を
も
と
に
し
て
い
て
、
ほ
ぼ
自
伝

と
見
な
せ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

（
9
） 
た
だ
し
、
一
九
六
九
年
に
共
学
化
さ
れ
た
。
ヴ
ァ
ッ
サ
ー
大
学
は
日
本
で
は
大
山
捨
松
が
学
ん
だ
大
学
と
し
て
有
名
で
あ
る
が
、
彼
女
が
入
学
し
て
き
た
の
は
、
ラ
ッ
ド
＝
フ
ラ

ン
ク
リ
ン
が
卒
業
し
て
数
年
後
の
こ
と
で
あ
る
。

（
10
） 

ヴ
ァ
ッ
サ
ー
大
学
は
一
八
六
一
年
創
立
だ
が
、
最
初
の
学
生
を
受
け
入
れ
た
の
は
一
八
六
五
年
で
、
ラ
ッ
ド
＝
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
は
二
期
生
に
な
る
。

（
11
） 

こ
の
ジ
ャ
ー
ナ
ル
で
は
、
数
学
者
・
数
学
教
師
が
問
題
と
答
え
を
出
し
合
っ
て
い
た
。
日
本
の
月
刊
誌
『
数
学
セ
ミ
ナ
ー
』（
日
本
評
論
社
）
の
コ
ー
ナ
ー
「
エ
レ
ガ
ン
ト
な
解
答

を
も
と
む
」
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

（
12
） 

ジ
ョ
ン
ズ
・
ホ
プ
キ
ン
ズ
大
学
は
日
本
で
は
新
渡
戸
稲
造
が
学
ん
だ
大
学
と
し
て
有
名
で
あ
る
。
彼
が
入
学
し
た
一
八
八
四
年
に
は
、
ラ
ッ
ド
＝
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
は
学
生
で
は
な

く
な
っ
て
い
た
が
、
教
員
（
フ
ァ
ビ
ア
ン
・
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
）
の
妻
と
し
て
大
学
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
属
し
て
い
た
。
二
人
が
会
う
機
会
が
あ
っ
た
か
否
か
は
不
明
で
あ
る
。

（
13
） 

奨
学
金
と
言
っ
て
も
、
日
本
の
よ
う
な
借
金
で
は
な
く
、
給
料
で
あ
る
。
大
学
院
教
育
と
奨
学
金
を
セ
ッ
ト
で
提
供
す
る
こ
と
（
つ
ま
り
、
大
学
院
生
が
、
授
業
料
を
払
う
学
生

で
は
な
く
、
給
料
を
も
ら
う
研
究
者
で
あ
る
こ
と
）
は
現
在
の
ア
メ
リ
カ
の
大
学
院
で
は
普
通
の
こ
と
だ
が
、
そ
れ
を
始
め
た
の
が
ジ
ョ
ン
ズ
・
ホ
プ
キ
ン
ズ
大
学
で
あ
る
。

（
14
） 

エ
ル
ン
ス
ト
・
シ
ュ
レ
ー
ダ
ー
は
、『
論
理
代
数
講
義
』
の
第
二
〇
講
義
の
四
三
節
「
一
五
個
の
妥
当
な
式
の
ラ
ッ
ド
嬢
の
巧
妙
な
取
り
扱
い
」（Schröder 1891, pp. 228-39

）
で
、

ラ
ッ
ド
＝
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
の
ア
イ
デ
ィ
ア
を
詳
細
に
展
開
し
て
い
る
。
こ
の
本
は
教
科
書
で
は
な
く
専
門
書
。
註（
7
）で
言
及
し
た
大
關
の
本
は
部
分
的
に
こ
れ
に
依
拠
し
て
書

か
れ
て
い
る
。

（
15
） Ladd-Franklin 1887.

（
16
） 

ラ
ッ
ド
＝
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
の
色
覚
論
は
彼
女
の
論
理
学
の
仕
事
以
上
に
広
く
世
界
に
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
石
原
忍
（
か
つ
て
の
私
を
含
む
多
く
の
子
供
達
を
苦
し
め
て
き

た
石
原
式
色
盲
検
査
表
の
考
案
者
）
も
『
學
校
用
色
盲
檢
査
表
』
の
附
録
「
通
俗
色
盲
解
説
」
の
第
二
節
「
色
盲
の
發
生
並
び
に
遺
傳
」
で
、
ラ
ッ
ド
＝
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
の
色
覚

説
に
基
づ
い
て
色
盲
が
生
じ
る
理
由
を
説
明
し
て
い
る
（
た
だ
し
、「Ladd

」
を
ミ
ド
ル
ネ
ー
ム
と
誤
解
し
た
の
か
、「
ミ
セ
ス
」
な
し
の
単
な
る
「
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
」
と
し
て
彼

女
に
言
及
し
て
い
る
）。
こ
の
本
は
版
を
変
え
な
が
ら
も
日
本
中
の
学
校
に
よ
っ
て
長
年
に
渡
っ
て
購
入
さ
れ
て
き
た
の
で
、
相
当
数
の
日
本
人
が
ラ
ッ
ド
＝
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
の
色

覚
説
に
接
し
た
こ
と
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。
本
文
で
は
ラ
ッ
ド
＝
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
は
す
っ
か
り
忘
れ
ら
れ
た
と
書
い
た
が
、
そ
れ
は
哲
学
・
論
理
学
の
分
野
の
話
で
、
実
は
心
理

学
の
分
野
で
は
そ
う
で
も
な
い
よ
う
で
あ
る
。
例
え
ば
、
一
九
九
九
年
の
有
斐
閣
の
『
心
理
学
辞
典
』
に
は
、「
発
達
説
（
ラ
ッ
ド-

フ
ラ
ン
ク
リ
ン
の
色
覚
の
）」
と
い
う
項
目

が
存
在
し
て
い
る
。
な
お
、
彼
女
の
発
達
説
が
正
し
い
の
か
ど
う
か
、
私
に
は
述
べ
る
こ
と
が
で
き
な
い
が
、
色
覚
の
問
題
は
圧
倒
的
に
複
雑
で
、
現
在
で
も
興
味
深
い
研
究
が

行
わ
れ
て
い
る
こ
と
だ
け
は
指
摘
し
て
お
く
。
こ
れ
に
関
し
て
は
、
川
端
裕
人
の
『「
色
の
ふ
し
ぎ
」
と
不
思
議
な
社
会　

２
０
２
０
年
代
の
「
色
覚
」
原
論
』
か
ら
多
く
の
こ
と

を
学
ん
だ
。

（
17
） Ladd-Franklin 1929.

（
18
） 

ラ
ッ
ド
＝
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
の
師
で
あ
る
シ
ル
ベ
ス
タ
ー
は
、
数
学
の
い
く
つ
か
の
分
野
で
業
績
を
残
し
て
い
る
が
、
特
に
線
形
代
数
の
創
始
者
の
一
人
と
し
て
有
名
で
あ
る
。

日
本
で
「
行
列
」
と
訳
さ
れ
て
い
る
「m

atrix

」
を
線
形
代
数
の
専
門
用
語
と
し
て
導
入
し
た
の
が
彼
で
あ
る
（m メ
イ
ト
リ
ク
ス

atrix

の
原
義
は
母
体
・
母
型
で
、
こ
の
専
門
用
語
に
は
、

determ
inant

を
生
み
出
す
母
体
で
あ
る
、
と
い
う
意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。determ

inant

も
日
本
で
は
「
行
列
式
」
と
訳
さ
れ
て
い
て
混
乱
を
招
く
が
、
こ
れ
は
行
列
が

シ
ル
ベ
ス
タ
ー
ら
に
よ
っ
て
導
入
さ
れ
る
は
る
か
以
前
か
ら
関
孝
和
や
ゴ
ッ
ト
フ
リ
ー
ト
・
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
ら
に
よ
っ
て
研
究
さ
れ
て
き
た
数
学
概
念
で
あ
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四
四

ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
論
理
学
の
完
成
者
と
し
て
の
ク
リ
ス
テ
ィ
ー
ン
・
ラ
ッ
ド
＝
フ
ラ
ン
ク
リ
ン

る
）。
そ
ん
な
彼
も
、
一
八
三
七
年
に
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
の
数
学
の
ト
ラ
イ
ポ
ス
（
卒
業
試
験
）
で
二
位
と
い
う
優
秀
な
成
績
を
修
め
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
学
位
（
Ｂ
Ａ
）
の
授

与
を
拒
否
さ
れ
る
と
い
う
経
験
を
し
て
い
る
。
当
時
の
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
で
学
位
を
得
る
た
め
に
は
、
英
国
国
教
会
の
信
仰
箇
条
に
署
名
す
る
必
要
が
あ
っ
た
の
だ
が
、
ユ
ダ

ヤ
人
の
シ
ル
ベ
ス
タ
ー
に
は
こ
れ
が
で
き
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
が
こ
の
宗
教
制
限
を
撤
廃
し
、
シ
ル
ベ
ス
タ
ー
に
学
位
を
授
与
し
た
の
は
、
卒
業
か
ら

三
十
五
年
後
の
一
八
七
二
年
の
こ
と
だ
っ
た
（M

acfarlane 1916, p. 107

参
照
）。
師
の
シ
ル
ベ
ス
タ
ー
も
弟
子
の
ラ
ッ
ド
＝
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
も
共
に
当
時
の
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
の

理
不
尽
な
制
度
に
同
じ
よ
う
に
苦
し
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
な
お
、
シ
ル
ベ
ス
タ
ー
は
、
医
療
に
統
計
学
を
導
入
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
フ
ロ
ー
レ
ン
ス
・
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
に
、

家
庭
教
師
と
し
て
数
学
を
教
え
て
い
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
は
も
と
も
と
数
学
に
興
味
が
あ
っ
た
の
だ
が
、
女
性
に
数
学
は
必
要
な
い
と
い
う
当
時
の
偏
見
に

よ
っ
て
、
な
か
な
か
数
学
を
学
ば
せ
て
も
ら
え
ず
、
大
人
に
な
っ
て
か
ら
家
庭
教
師
に
つ
い
て
学
ん
だ
の
で
あ
る
。
実
は
、
シ
ル
ベ
ス
タ
ー
が
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
の
家
庭
教
師
だ
っ

た
と
い
う
確
実
な
証
拠
は
ま
だ
見
つ
か
っ
て
い
な
い
ら
し
い
の
だ
が
（Parshall 2006, p. 371, n. 116

参
照
）、
こ
の
通
説
が
正
し
い
と
す
る
と
、
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
と
ラ
ッ
ド
＝

フ
ラ
ン
ク
リ
ン
は
数
学
上
の
姉
妹
弟
子
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

（
19
） 

整
備
と
は
、
例
え
ば
、
存
在
仮
定
を
置
か
な
い
、
三
段
論
法
の
四
格
を
導
入
す
る
、
と
い
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

（
20
） 「
シ
ロ
ジ
ズ
ム
」
は
英
語
「syllogism

」
の
音
を
カ
タ
カ
ナ
で
表
記
し
た
も
の
。「syllogism

」
は
ギ
リ
シ
ャ
語
の
「syllogism

os

」
を
英
語
化
し
た
も
の
。「syllogism

os

」
の
「syl

」

は
も
と
も
と
は
「syn

」
で
、
こ
れ
は
英
語
の
「w

ith

」
に
相
当
し
、
加
え
合
わ
せ
る
、
ま
と
め
あ
げ
る
、
と
い
う
意
味
の
接
頭
辞
で
、「logos

」
は
数
と
か
言
葉
と
い
う
意
味
な

の
で
、「syllogism

os

」
は
、
数
と
数
を
結
び
つ
け
て
計
算
す
る
こ
と
や
、
文
と
文
を
結
び
つ
け
る
こ
と
、
命
題
を
計
算
す
る
こ
と
、
を
意
味
す
る
（
山
下
（
一
九
八
三
）、
三
二
頁
、

お
よ
び
、
古
田
（
二
〇
二
〇
）、
四
一
頁
参
照
）。
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
は
「syllogism

os

」
を
文
と
文
の
結
び
つ
き
の
意
味
で
使
い
、
し
か
も
こ
の
結
び
つ
き
が
き
わ
め
て
強
い
も

の
に
限
定
し
た
。
す
な
わ
ち
、「
な
に
か
あ
る
も
の
が
措
定
さ
れ
る
と
す
る
と
、
こ
れ
ら
措
定
さ
れ
た
も
の
と
は
別
の
な
に
か
が
、
こ
れ
ら
が
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
必
然
に
帰
結

す
る
」（
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
、『
分
析
論
前
書
』、
二
〇
頁
）
よ
う
な
文
と
文
の
強
い
結
び
つ
き
が
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
のsyllogism

os

で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
い
く
つ
か
の
文
が

他
の
文
を
必
ず
帰
結
さ
せ
る
ほ
ど
、
つ
ま
り
、
必
ず
伴
っ
て
い
て
切
り
離
せ
な
い
ほ
ど
、
こ
れ
ら
の
文
が
強
く
結
び
つ
い
て
い
る
の
が
、syllogism

os

で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、「
論

証
」
と
い
う
訳
語
が
ふ
さ
わ
し
い
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
し
、『
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
全
集
』
で
は
「
推
論
」
と
い
う
訳
語
が
使
わ
れ
て
い
る
（
今
井
・
河
谷
（
二
〇
一
四
）、
三
一
一
頁
）。

ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
自
身
のsyllogism

os

は
、
帰
結
さ
せ
る
側
の
文
す
な
わ
ち
前
提
の
個
数
に
制
限
を
課
し
て
い
な
い
し
、
ど
の
よ
う
な
パ
タ
ー
ン
で
一
般
名
詞
が
出
現
し
て
い
る

の
か
に
も
制
限
を
設
け
て
い
な
い
が
、
本
論
文
で
問
題
に
し
て
い
る
の
は
、
前
提
が
二
個
で
、
か
つ
、
本
文
で
見
た
制
限
（
ａ
）、（
ｂ
）、（
ｃ
）
に
従
う
形
で
一
般
名
詞
が
出
現

す
る
も
の
に
限
ら
れ
る
の
で
、
そ
う
し
た
制
限
を
満
た
し
たsyllogism

os
だ
け
を
こ
こ
で
は
特
に
「
シ
ロ
ジ
ズ
ム
」
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。
ま
た
、
こ
れ
は
、
前
提
と
結
論
を
合

わ
せ
て
三
個
の
文
か
ら
な
る
の
で
、
慣
例
に
従
っ
て
、「
三
段
論
法
」
と
も
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。
な
お
、
論
証
も
推
論
も
三
段
論
法
も
、
本
来
は
、
前
提
か
ら
結
論
が
必
然
的
に
出

て
く
る
場
合
に
の
み
適
用
す
べ
き
概
念
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、「
こ
れ
こ
れ
の
文
連
鎖
は
論
証
な
い
し
推
論
な
い
し
三
段
論
法
で
あ
る
／
な
い
」
と
い
う
の
が
正
し
い
言
葉
遣
い
で

あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
も
慣
例
に
従
っ
て
、
前
提
と
結
論
か
ら
な
る
文
連
鎖
自
体
を
論
証
な
い
し
推
論
な
い
し
三
段
論
法
と
み
な
し
て
、「
こ
れ
こ
れ
の
論
証
な
い
し
推
論
な
い
し

三
段
論
法
は
妥
当
で
あ
る
／
妥
当
で
は
な
い
」
と
い
う
言
い
方
も
許
す
こ
と
に
す
る
。

（
21
） 

原
語
表
記
は
「B

arbara

」。
母
音
だ
け
を
み
る
と
「
ａ
ａ
ａ
」
と
な
っ
て
い
て
、
こ
れ
が
Ａ
Ａ
Ａ
式
で
あ
る
こ
と
を
表
し
て
い
る
。
そ
の
他
の
シ
ロ
ジ
ズ
ム
に
も
名
前
が
つ
い
て

い
る
が
、
こ
こ
で
は
省
略
す
る
。

（
22
） H

am
ilton 1860, p. 277.  

ハ
ミ
ル
ト
ン
自
身
は
具
体
的
な
一
般
名
詞
を
代
入
し
て
列
挙
し
て
い
る
が
、
見
難
い
の
で
、
ケ
イ
ン
ズ
に
よ
る
図
式
バ
ー
ジ
ョ
ン
（K

eynes 1906, p. 
195

）
を
改
変
し
た
も
の
を
挙
げ
て
お
い
た
。

（
23
） 

こ
の
五
種
類
に
な
る
こ
と
は
自
明
の
こ
と
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
非
常
に
驚
く
べ
き
こ
と
に
、
ヴ
ェ
ン
図
の
考
案
者
で
あ
り
、
論
理
学
の
歴
史
に
も
詳
し
か
っ
た
、
ジ
ョ
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四
五

ン
・
ヴ
ェ
ン
が
調
べ
た
限
り
で
は
、
こ
の
こ
と
が
は
っ
き
り
と
述
べ
ら
れ
た
の
は
、
ジ
ョ
ゼ
フ
・
デ
ィ
エ
ズ
・
ジ
ェ
ル
ゴ
ン
ヌ
の
論
文
「
合
理
的
推
論
試
論
」（G

ergonne 1816-
17

）
が
最
初
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
（Venn 1881, pp. 6-7

）。
た
だ
し
、
ジ
ェ
ル
ゴ
ン
ヌ
は
同
論
文
の
一
九
三
―
四
頁
で
、
本
文
の
よ
う
な
オ
イ
ラ
ー
円
は
使
わ
ず
に
、
言
葉
だ

け
で
こ
の
こ
と
を
説
明
し
て
い
る
。
な
お
、
同
じ
箇
所
で
ヴ
ェ
ン
は
次
の
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、『
論
理
学
体
系
』
を
著
し
た
ジ
ョ
ン
・
ス
チ
ュ
ア
ー
ト
・
ミ
ル
の

自
伝
に
は
、
少
年
時
代
に
フ
ラ
ン
ス
に
滞
在
し
た
と
き
、
モ
ン
ペ
リ
エ
大
学
で
ム
ッ
シ
ュ
・
ジ
ェ
ル
ゴ
ン
ヌ
の
「
諸
科
学
の
哲
学
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
の
論
理
学
の
授
業
に
参
加

し
た
と
あ
る
が
、
こ
の
ム
ッ
シ
ュ
・
ジ
ェ
ル
ゴ
ン
ヌ
が
ジ
ョ
ゼ
フ
・
デ
ィ
エ
ズ
・
ジ
ェ
ル
ゴ
ン
ヌ
当
人
な
の
だ
そ
う
で
あ
る
。
ミ
ル
は
ジ
ェ
ル
ゴ
ン
ヌ
の
こ
と
を
「
非
常
に
深
い

学
識
を
有
す
る
十
八
世
紀
形
而
上
学
の
代
表
者
」
と
評
し
て
い
る
（M

ill 1873, pp. 57-8

）。

（
24
） 

後
述
す
る
よ
う
に
、
こ
の
観
点
で
捉
え
ら
れ
た
基
本
的
事
実
は
、
実
際
は
も
っ
と
多
く
、
八
個
で
は
な
く
、
そ
の
倍
の
一
六
個
、
存
在
す
る
。

（
25
） 

オ
イ
ラ
ー
円
の
意
味
に
つ
い
て
は
橋
本
（
二
〇
二
一
）
で
、
ヴ
ェ
ン
図
の
意
味
に
つ
い
て
は
橋
本
（
二
〇
二
二
）
で
詳
し
く
述
べ
た
の
で
、
参
照
し
て
も
ら
い
た
い
。
な
お
、「
×
」

は
ジ
ョ
ン
・
ヴ
ェ
ン
自
身
は
使
用
し
な
か
っ
た
の
だ
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
橋
本
（
準
備
中
）
を
参
照
し
て
も
ら
い
た
い
。

（
26
） 「
す
べ
て
の
Ａ
は
Ｂ
で
あ
る
」
と
「
す
べ
て
の
Ｂ
は
Ａ
で
あ
る
」
の
連
言
で
十
分
と
一
般
に
考
え
ら
れ
た
の
は
、
主
語
の
一
般
名
詞
が
名
指
す
性
質
を
持
つ
物
は
存
在
す
る
と
い
う

存
在
仮
定
が
置
か
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
存
在
仮
定
を
置
か
な
い
こ
と
に
し
て
い
る
の
で
、
こ
の
連
言
だ
け
で
は
不
十
分
と
考
え
る
の
で
あ
る
。

（
27
） 

二
つ
の
性
質
Ａ
と
Ｂ
に
着
目
し
た
場
合
、
世
界
全
体
の
可
能
な
在
り
方
は
、
図
5
と
図
6
の（
1
）〜（
8
）の
八
個
で
あ
る
と
さ
れ
た
が
、
註（
24
）で
述
べ
た
よ
う
に
、
実
際
は

一
六
個
で
あ
る
。
そ
の
理
由
は
次
の
通
り
。
性
質
Ａ
と
Ｂ
に
着
目
し
た
場
合
、
世
界
の
中
の
す
べ
て
の
物
が
属
す
る
性
質
は
、
Ａ
・
Ｂ
、
Ａ
・
非
Ｂ
、
非
Ａ
・
Ｂ
の
三
個
だ
と
思

わ
れ
た
。
そ
の
各
々
に
関
し
て
、
そ
の
性
質
を
持
つ
物
が
存
在
す
る
か
否
か
を
特
定
す
れ
ば
、
世
界
中
の
物
の
在
り
方
が
定
ま
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
在
り
方
の
可
能
性
の
個

数
は
、
二
か
け
る
二
か
け
る
二
、
す
な
わ
ち
、
八
個
で
あ
る
。
し
か
し
、
非
Ａ
・
非
Ｂ
と
い
う
性
質
を
追
加
す
べ
き
こ
と
が
判
明
し
た
の
で
、
可
能
性
の
個
数
は
、
二
か
け
る
二

か
け
る
二
か
け
る
二
、
す
な
わ
ち
、
一
六
個
に
な
る
の
で
あ
る
。

（
28
） 

山
下
（
一
九
八
三
）、
九
頁
。
エ
リ
ウ
ゲ
ナ
の
『
ペ
リ
フ
ュ
セ
オ
ン
（
自
然
に
つ
い
て
）』
で
は
、
自
然
は
（
創
造
す
る
と
い
う
性
質
を
Ａ
、
創
造
さ
れ
る
と
い
う
性
質
を
Ｂ
と
す

る
な
ら
）、「
創
造
し
創
造
さ
れ
な
い
も
の
（
Ａ
・
非
Ｂ
）」、「
創
造
さ
れ
創
造
す
る
も
の
（
Ａ
・
Ｂ
）」、「
創
造
さ
れ
創
造
し
な
い
も
の
（
非
Ａ
・
Ｂ
）」、「
創
造
せ
ず
創
造
さ
れ
な

い
も
の
（
非
Ａ
・
非
Ｂ
）」
の
四
つ
の
種
に
分
割
さ
れ
て
い
る
（
エ
リ
ウ
ゲ
ナ
、
四
八
三
頁
）。

（
29
） 

以
下
の
本
文
で
は
、
あ
く
ま
で
単
な
る
推
測
に
過
ぎ
な
い
が
、
四
分
類
の
導
入
を
妨
げ
て
き
た
と
思
わ
れ
る
一
つ
の
心
理
的
要
因
を
指
摘
す
る
こ
と
に
な
る
。
た
だ
し
、
山
下
正

男
に
よ
る
と
、
非
Ａ
・
非
Ｂ
を
含
む
四
分
類
は
イ
ン
ド
論
理
学
で
は
「
四
句
分
別
」
と
し
て
古
く
か
ら
存
在
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
彼
が
具
体
的
に
言
及
し
て
い
る

の
は
、
五
世
紀
の
ヴ
ァ
ス
バ
ン
ド
ゥ
の
『
倶
舎
論
』
と
九
世
紀
の
『
臨
済
録
』（
た
だ
し
、
臨
済
は
中
国
の
人
）
で
あ
る
（
山
下
（
一
九
八
三
）、
一
二
―
三
頁
）。
仏
教
学
者
の

桂
紹
隆
に
よ
る
と
、
四
句
分
別
は
ア
ビ
ダ
ル
マ
の
学
者
た
ち
が
用
い
て
い
て
、
そ
の
方
法
は
二
―
三
世
紀
の
ナ
ー
ガ
ー
ル
ジ
ュ
ナ
に
受
け
継
が
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
（
桂

（
二
〇
二
一
）、
一
八
六
頁
）。
こ
の
よ
う
に
四
分
類
が
東
洋
で
古
く
か
ら
あ
り
、
そ
れ
が
脈
々
と
受
け
継
が
れ
て
い
る
と
い
う
事
実
を
前
に
す
る
と
、
本
文
で
指
摘
す
る
心
理
的
要

因
は
、
西
洋
人
特
有
の
も
の
と
言
う
べ
き
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

（
30
） 『
哲
学
・
心
理
学
辞
典
』（B

aldw
in 1901-5

）
の
第
二
巻
の
七
四
二
頁
を
参
照
。「
談
話
宇
宙
」
の
項
目
を
執
筆
し
て
い
る
の
は
、
パ
ー
ス
と
ラ
ッ
ド
＝
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
で
あ
る
。

（
31
） D

e M
organ 1847, p. 62.  

た
だ
し
、
原
文
の
「
Ｘ
」、「
Ｙ
」
を
「
Ａ
」、「
Ｂ
」
に
変
え
た
。

（
32
） D

e M
organ 1847, p. 60.

（
33
） B

ool 1847, pp. 32-3.

（
34
） Ladd 1883, pp. 25-6.
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四
六

ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
論
理
学
の
完
成
者
と
し
て
の
ク
リ
ス
テ
ィ
ー
ン
・
ラ
ッ
ド
＝
フ
ラ
ン
ク
リ
ン

（
35
） 

ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
論
理
学
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
基
本
文
は
Ａ
、
Ｅ
、
Ｉ
、
Ｏ
の
四
種
類
で
、
一
般
名
詞
が
二
個
の
場
合
で
も
、
そ
の
順
序
の
違
い
に
一
部
、
意
味
が
あ
っ
た
の
で
、

六
個
の
基
本
文
が
得
ら
れ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
ラ
ッ
ド
＝
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
の
記
法
だ
と
、
順
序
の
違
い
に
は
一
切
、
意
味
が
な
い
の
で
、
基
本
文
の
パ
タ
ー
ン
は
八
種
類
で
、

一
般
名
詞
が
二
個
の
場
合
、
そ
こ
か
ら
得
ら
れ
る
基
本
文
の
個
数
は
や
は
り
八
個
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
本
文
の（
1
）〜（
8
）は
そ
の
ま
ま
基
本
文
の
パ
タ
ー
ン
で
も
あ
る
。

（
36
） 『
哲
学
・
心
理
学
辞
典
』（B

aldw
in 1901-5

）
の
第
二
巻
の
六
三
二
頁
を
参
照
。
こ
の
「
シ
ロ
ジ
ズ
ム
の
現
代
的
取
り
扱
い
」
と
い
う
サ
ブ
項
目
の
執
筆
者
は
ラ
ッ
ド
＝
フ
ラ
ン
ク

リ
ン
で
あ
る
。

（
37
） Ladd 1883, p. 28 

か
ら
説
明
が
始
ま
る
が
、
本
論
文
で
の
叙
述
は
そ
れ
を
再
構
成
し
た
も
の
で
あ
る
。
特
に
、
ラ
ッ
ド
＝
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
は
、「
文
集
合
」
と
い
う
言
い
方
は
し

て
い
な
い
。

（
38
） 「
ア
ン
チ
ロ
ジ
ズ
ム
（antilogism

）」
は
ラ
ッ
ド
＝
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
の
造
語
だ
が
、「
論
理
代
数
に
つ
い
て
」（Ladd 1883

）
で
は
こ
の
言
葉
は
使
わ
れ
て
お
ら
ず
、
そ
こ
で
は
た

だ
単
に
「
矛
盾
し
た
も
の
（an inconsistency

）」
と
し
か
呼
ば
れ
て
い
な
い
。
彼
女
が
こ
の
言
葉
を
使
う
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
一
九
〇
一
年
の
論
文
「
シ
ロ
ジ
ズ
ム
の
通
常

の
取
り
扱
い
の
不
合
理
へ
の
還
元
」（Ladd-Franklin 1901

）
や
、
一
九
〇
二
年
の
『
哲
学
・
心
理
学
辞
典
』（B

aldw
in 1901-5

）
の
第
二
巻
の
サ
ブ
項
目
「
シ
ロ
ジ
ズ
ム
の
現

代
的
取
り
扱
い
」（
六
三
三
頁
）か
ら
で
あ
る
。
註（
20
）で
見
た
よ
う
に
、「
シ
ロ
ジ
ズ
ム（syllogism

）」は
文
と
文
の
強
い
結
び
つ
き
を
表
し
て
い
る
の
だ
か
ら
、「
い
っ
し
ょ（w

ith

）」

を
意
味
す
る
「syn

」
が
変
化
し
た
「
シ
（syl

）」
の
部
分
を
、
そ
の
反
対
語
で
あ
る
「
対
立
（against

）」
を
意
味
す
る
「
ア
ン
チ
（anti

）」
に
置
き
換
え
た
「
ア
ン
チ
ロ
ジ
ズ

ム
（antilogism

）」
は
、
文
と
文
が
対
立
し
あ
っ
て
い
る
状
態
を
表
す
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、「
ア
ン
チ
ロ
ジ
ズ
ム
」
は
、
す
べ
て
が
同
時
に
並
び
立
つ
こ
と
が
不

可
能
で
あ
る
、
矛
盾
し
た
文
集
合
を
言
い
表
す
の
に
、
ま
さ
に
ふ
さ
わ
し
い
言
葉
だ
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
後
期
ギ
リ
シ
ャ
語
に
は
「
反
論
（countercharge

）」

を
意
味
す
る
「antilogism

os

」
と
い
う
言
葉
が
あ
り
、「antilogism

」
は
こ
の
語
を
英
語
化
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
ラ
ッ
ド
＝
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
の
造
語
と
は
言
え
な
い
か
も
し
れ

な
い
。
た
だ
、『
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
英
語
辞
典
（O

xford E
nglish D

ictionary

）』
第
二
版
は
、「antilogism

」
を
初
め
て
使
っ
た
の
が
ラ
ッ
ド
＝
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
で
あ
る
こ
と

を
認
め
た
上
で
、「antilogism

os

」
と
い
う
ギ
リ
シ
ャ
語
の
存
在
は
ラ
ッ
ド
＝
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
に
は
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
と
注
記
し
て
い
る
。
実
際
、論
文
「
ア
ン
チ
ロ
ジ
ズ
ム
」

（Ladd-Franklin 1929

）
に
お
い
て
、
ラ
ッ
ド
＝
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
は
、
手
持
ち
の
『
リ
デ
ル
・
ス
コ
ッ
ト
辞
書
（Liddell and Scott

）』
を
調
べ
て
、
関
連
す
る
ギ
リ
シ
ャ
語
が
存

在
し
な
い
こ
と
を
確
認
し
て
、「antilogism

」
は
自
分
が
作
っ
た
言
葉
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
（
現
在
の
版
の
『
リ
デ
ル
・
ス
コ
ッ
ト
』
に
は
「antilogism

os

」
は
載
っ
て
い
る
）。

彼
女
は
、
こ
の
論
文
の
冒
頭
で
、「
私
の
美
し
い
言
葉
で
あ
る
『
ア
ン
チ
ロ
ジ
ズ
ム
』
を
自
分
に
断
り
も
な
く
剽
窃
し
た
」
と
し
て
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ア
ー
ネ
ス
ト
・
ジ
ョ
ン
ソ
ン

を
非
難
し
て
い
る
（Ladd-Franklin 1929, p. 532.  

ラ
ッ
ド
＝
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
は
、
剽
窃
は
ジ
ョ
ン
ソ
ン
の
『
論
理
学　

第
二
部
』（Johnson 1922

）
の
七
五
頁
で
行
わ
れ
て
い

る
と
書
い
て
い
る
が
、
こ
れ
は
「
七
八
頁
」
の
誤
り
）。
彼
女
の
師
匠
の
パ
ー
ス
が
「
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ズ
ム
（pragm

atism

）」
と
い
う
言
葉
を
誰
が
作
っ
た
の
か
を
め
ぐ
っ
て
、

ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ジ
ェ
ー
ム
ズ
を
難
詰
し
た
こ
と
を
思
い
起
こ
さ
せ
る
話
で
あ
る
。
な
お
、
本
論
文
で
は
「antilogism

」
を
そ
の
ま
ま
カ
タ
カ
ナ
で
表
記
し
た
が
、
日
本
語
に
訳
す

と
す
る
と
、
ど
う
な
る
で
あ
ろ
う
か
。
上
田
は
「
背
理
」
と
訳
し
て
い
る
が
（
上
田
（
一
九
六
七
）、
二
八
一
頁
）、
そ
れ
だ
と
「
三
段
論
法
」
と
い
う
「syllogism

」
の
訳
語
と

の
つ
な
が
り
が
見
え
な
く
な
る
の
で
、
こ
こ
で
は
「
三
段
論
駁
」
と
い
う
訳
語
を
提
案
し
て
お
き
た
い
。
最
後
に
も
う
一
つ
注
意
。「
ア
ン
チ
ロ
ジ
ズ
ム
」
は
矛
盾
し
た
文
集
合
に

適
用
す
る
の
が
正
し
い
の
だ
が
、
こ
の
論
文
で
は
、「
シ
ロ
ジ
ズ
ム
」
を
三
個
の
文
の
連
鎖
一
般
に
適
用
し
た
の
と
同
様
、
三
個
の
文
の
集
合
一
般
（
た
だ
し
、
図
式
（
オ
）
の
代

入
例
に
限
る
）
に
も
適
用
し
て
、「
こ
の
ア
ン
チ
ロ
ジ
ズ
ム
は
矛
盾
し
て
い
る
／
矛
盾
し
て
い
な
い
」
と
い
う
言
い
方
も
許
す
こ
と
に
す
る
。

（
39
） Ladd 1883, p. 37.  

た
だ
し
、
本
論
文
の
文
脈
に
合
わ
せ
る
た
め
、
改
変
し
て
い
る
。「
Ⅱ
」
と
い
う
名
前
が
付
け
ら
れ
た
、
ラ
ッ
ド
＝
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
の
本
来
の
図
式
は
、「（
ａ
⋁
ｂ
） 

（
ｂ
⋁
ｃ
）（
ｃ
⋁
ａ
）
⋁
」
と
書
か
れ
て
い
て
、
そ
の
説
明
は
少
し
複
雑
に
な
る
の
で
、
こ
こ
で
は
省
略
す
る
。

（
40
） Ladd 1883, p. 41.
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（
41
） R

ussinoff 1999.
（
42
） R

ussinoff 1999, pp. 464-6.  

ラ
シ
ノ
フ
は
論
文
の
註
18
（p. 464

）
に
お
い
て
、
い
く
つ
か
の
文
献
を
調
べ
た
結
果
を
報
告
し
て
い
る
が
、
彼
女
以
前
に
証
明
を
与
え
た
ひ
と
は

い
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
現
在
の
私
が
知
る
限
り
で
は
、
彼
女
が
証
明
の
最
初
の
発
見
者
で
あ
る
。

（
43
） 
ラ
シ
ノ
フ
は
ア
ン
チ
ロ
ジ
ズ
ム
を
構
成
す
る
三
個
の
文
が
無
矛
盾
で
あ
る
こ
と
を
、
そ
れ
ら
三
個
の
文
を
す
べ
て
真
に
す
る
モ
デ
ル
（
状
況
）
が
構
成
可
能
で
あ
る
こ
と
を
示
す

こ
と
に
よ
っ
て
証
明
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
以
下
の
紹
介
で
は
、
矛
盾
が
生
じ
な
い
こ
と
（
無
矛
盾
で
あ
る
こ
と
）
を
直
接
的
に
証
明
す
る
と
い
う
方
針
を
取
っ
た
。
そ

の
方
が
、
図
式
（
カ
）
に
到
っ
た
思
考
過
程
が
よ
り
明
ら
か
に
な
る
と
考
え
た
か
ら
で
あ
る
。

（
44
） Ladd 1883, p. 40.

（
45
） 

ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
自
身
が
使
っ
た
言
葉
は
「anagoge

」
で
、こ
れ
は
英
語
で
は
普
通
、「elevation

」
な
ど
と
訳
す
が
、ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
論
理
学
の
用
語
と
し
て
は
「reduction

」

と
訳
す
よ
う
に
な
っ
て
い
て
、
日
本
語
の
『
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
全
集
』
で
も
「
還
元
」
と
訳
さ
れ
て
い
る
。
ラ
ッ
ド
＝
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
が
使
っ
て
い
る
言
葉
は
「reduction

」。

（
46
） Schröder 1891, p. 234.

（
47
） 

ラ
ッ
ド
＝
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
の
業
績
を
論
理
学
史
の
中
で
ど
の
よ
う
に
評
価
す
べ
き
か
と
い
う
こ
と
に
関
し
て
、
最
近
、
サ
ラ
・
Ｌ
・
ア
ッ
ケ
ル
マ
ン
が
、
論
文
「
ラ
ッ
ド
＝
フ
ラ

ン
ク
リ
ン
は
ど
ん
な
問
題
を
解
い
た
（
と
自
分
で
は
考
え
た
）
の
か
？
」（U

ckelm
an 2021

）
で
、
い
く
つ
か
の
注
意
を
行
っ
て
い
る
。
そ
の
一
つ
は
、
す
べ
て
の
妥
当
な
三
段

論
法
を
一
つ
の
図
式
で
表
現
で
き
る
だ
ろ
う
か
と
い
う
問
題
は
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
や
古
代
・
中
世
の
論
理
学
者
の
誰
も
考
え
て
こ
な
か
っ
た
問
題
で
あ
る
と
い
う
の
が
歴
史
的

事
実
で
あ
る
か
ら
、「
ラ
ッ
ド
＝
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
は
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
以
降
の
論
理
学
者
を
悩
ま
せ
て
き
た
問
題
を
解
い
た
の
だ
」
と
い
う
言
い
方
は
間
違
っ
て
い
る
、
と
い
う
も

の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
歴
史
的
事
実
の
指
摘
が
正
し
い
な
ら
、
ラ
ッ
ド
＝
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
は
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
以
降
の
論
理
学
者
が
思
い
つ
く
こ
と
さ
え
で
き
な
か
っ
た

問
題
を
提
起
し
、
そ
れ
を
肯
定
的
に
解
い
た
の
だ
、
と
い
う
言
い
方
が
正
し
い
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

（
48
） Ladd 1883, p. 29.

（
49
） Ladd 1883, p. 36.

（
50
） Ladd 1883, p. 37.

（
51
） 

こ
の
経
験
は
、Ladd-Franklin 1912, p. 648

、Ladd-Franklin 1926, p. 358

、Ladd-Franklin 1928, p. 532 

な
ど
で
語
ら
れ
て
い
る
。
ラ
ッ
ド
＝
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
に
は
、
女
性

参
政
権
運
動
の
活
動
家
に
な
っ
た
娘
が
い
る
が
、
名
前
は
「
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
」
な
の
で
、
こ
の
口
論
を
し
て
い
る
二
人
は
ラ
ッ
ド
＝
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
母
子
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。

（
52
） Ladd-Franklin 1926, p. 358.
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Christine Ladd-Franklin and Aristotelian Logic

Kouji HASHIMOTO

In Aristotelian logic, all valid syllogisms are reduced to the single form:

　　All M is P

　　All S is M

　　Therefore, all S is P,

which is called “AAA-1” or “Barbara.”  Christine Ladd-Franklin suggests that all valid 

syllogisms are reduced to the single form:

　　No P is M

　　No S is non-M

　　But, some S is P,

which is called “Antilogism.”  In this paper, I examine where the difference lies between the 

reduction of Aristotelian logic and that of Ladd-Franklin.  The reduction of Aristotelian logic 

shows that the conclusion of any valid syllogism can be deduced from its premises by Barbara 

and other logical rules.  On the other hand, in the reduction of Ladd-Franklin, the antilogism 

is a kind of matrix; that is to say, all valid syllogisms are not logically deduced but generated 

by it.  These two reductions do different things.
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